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はじめに、ࡏݱも஍域ҩྍにݫしいঢ়گがつ
ͮいている新型コロナウイルス感染症ฒͼに�
月の東ւ・関東஍ํのه࿥తな߽Ӎによる੩Ԭ
県の౔ੴྲྀ֐ࡂをはじめとする֤஍の߽Ӎなど
による֐ࡂで、お๢くなりになられたํ々のご
້෱と、ಆපதのํ、ඃࡂされた皆様に心より
お見෣いをਃし上げます。

このようなٸۓ事ଶにおいても、国ຽのੜ活
続తな運営の֬อをਤ࣋൫である水道事業のج
られている水道事業関係者の皆様、ҩྍのج൫
を͑ࢧている皆様に心からܟ意を表しますとと
もにްくྱޚਃし上げます。

一日もૣい感染症のऩଋと֐ࡂからの෮چ・
෮ڵをئっております。

さて、わが国の水道は、��ˋというߴいීٴ
཰となり、国ຽੜ活やࣾ会経ࡁ活動にܽかͤな
いج൫施設でありますが、今なお2��ສਓ以上
の国ຽに水道水が行きಧいておりまͤん。ۙ年
の水ڥ؀のѱ化もݒ೦され、ૣٸにະීٴ஍域
の解ফをਤる必要があります。

一ํ、簡қ水道事業も、೶山ړଜをத心とし
たライϑラインとしてத山ؒ஍域に҆全で҆心
な水道水を҆定తにڙ給するなど、ۃめて重要
な໾ׂを果たしてきているとこΖですが、ਓޱ
গࣾ会をܴ͑、特に簡қ水道のある離島や೶ݮ

山ړଜ஍域では、都市෦を上回る੎いでաૄ化、
Լにگしいঢ়ݫ化が進んでおり、経営తにྸߴ
あります。

さらにクリプトスポリδウϜ等පݪඍੜ෺や
化ֶ෺࣭による水ݯԚ染対ࡦ、東日本大震ࡂを
はじめとする震ࡂや௡೾、台෩や߽Ӎなど૝定
を௒͑たࣗવ֐ࡂ対ࡦを進めるなどૣٸに解ܾ
しなければならない多くの՝題があります。

当協議会では、これらの՝題の解ܾに向け、
国や関係市町ଜをはじめ多くの水道事業関係者
の皆様と連携し取り組んでいるとこΖです。

ʢެ財ʣ給水工事技術ৼڵ財団におかれまして
は、給水装置工事技術者のཆ成や給水装置工事
技術の開発、ௐࠪٴͼ研究などを担っておられ、
ฏ成3�年12月にެ෍されたվਖ਼水道法による指
定給水装置工事事業者੍度のվਖ਼を受け、全国
౷一తな新たな給水装置工事主೚技術者の研म
を実施されるなど給水装置工事関係者、さらに
水道ར用者にとってその໾ׂは、ますます重要
となっております。

引き続き、水道ར用者である国ຽの҆全・҆
心なੜ活をकるとともに健全な水道事業の࣋続
のため、貴財団ならͼに給水装置工事関係者の
皆様と連携し、取り組まͤていただけることを
。଴しておりますظ

ר ಄ ݴ

Λ׆ຽの҆શɾ҆৺ͳੜࠃ
कΔͨΊʹ

શࠃ؆қਫಓٞڠձçձ௕
ʢؠखݝ໺ాଜ௕ʣ
ɹখాɹ༞࢜
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東京ྠޒがऴわった。コロナՒでଞにやるこ
ともなく、ڝ技スέδϡールを๣らに置き、リ
Ϟコンをͤわしなくૢ࡞しながら長時ؒςレϏ
のલにいた。開催の是非については様々な議࿦
があったが、それはさて置き、બखたͪの໋ݒ
な࢟に引き込まれ、感動を֮͑た。ほんの一ॠ
かもしれないが、コロナՒの༕ᓔも๨れさͤて
くれた。また、ࢼ合がऴわったޙのおޓいをた
た͑合う࢟は、ด会ࣜでの主催者の長いѫࡰよ
り、ྠޒがฏ࿨のࡇయであることをはるかに෼
かりやすく͑ڭてくれた。

そして、ڝ技ޙのインλϏϡーでは、ϝμル
にಧいたか൱かに関わらͣ、そこにࢸるまでの
౒ྗのي੻、様々なۤ೰やपғ΁の感ँの࣋ؾ
ͪなどが఻わってきて、とてもڵຯਂくྦથが
؇Ήこともしばしばであった。පをࠀ෰してޒ
ྠの෣台にཱった水ӭの஑ߐબखやഡ໺બख、
ผ々の国の୅表ながらྭまし合ってΰールした
ιϚリΞ೉ຽのೋਓのϚラιンબखの言༿なݩ
ど、ҹ৅に残る言༿はたくさんあったが、ここ
ではॊ道の大໺બखの言༿を঺հしたい。大໺

બखがೋ大会連続ۚϝμルというշڍを成し਱
げたからではない。大໺બखは৞の上ではܾし
てসإを見ͤない。Ψッπポーζなどは࿦֎だ。
それは、負けた૬खのબखの感৘に഑ྀしての
ことだと言う。ྱに࢝まりྱにऴわるॊ道とは
い͑、そこまで૬खにྱをਚくすબखはك༗な
存ࡏで、൴の言༿はいつも心に響くものがある。

今回はࢼ合ޙに、「উͪ続けるためには、ࣗ෼
の弱さを知る必要があった」とड़΂ている。こ
れは、スポーπに限らͣ、ਓੜや会ࣾ経営など
あらΏることにڞ௨するة機管ཧのࢹ点だと言
͑よう。しかし、ਓੜや会ࣾ経営においては、
ࣗらの弱点をਂく۷りԼげそれをࠀ෰しようと
いう౒ྗに೤がೖらない。スポーπのようにউ
ഊがはっきりͤͣ、弱点がどのようなݱ৅にܨ
がっているのか、あるいはܨがっていくのかが
൑વとしないためだと思われる。しかし、ࠀ෰
することは೉しいとしても、ࣗらの弱点を知っ
ておくことは大きなࣦഊをしないためにも必要
なことだ。

事に携わってΈて、水道事業࢓は、水道のࢲ
にはいくつかの弱点があると感じている。

一つは、஍域ಠ઎であることによる弱点であ
る。サーϏスの࣭が௿く、お٬様がෆ҆やෆຬ
を感じたとしても、今の事業者からサーϏスを
受けるしかない。事業者からすればଞࣾに٬ސ
を取られるということはない。ैって、ۤ৘等
΁の対Ԡについてもどうしても؇ຫになりがͪ
である。このように஍域ಠ઎であるがނに、お
٬様のࢹ点がೋの次になりがͪだという弱点が
ある。

ೋつ目は、水道技術のઐ໳性がߴいことにى

ࣗ෼のऑ Λ͞஌る
߂ɹོ۾ࢁ
神奈川県内広域水道企業団副企業長

ུྺ
昭和58年 4月	 横浜市入庁
平成25年11月	 総務局長
平成28年 4月	 水道局長
令和 ２年 7月	 神奈川県内広域水道企業団副企業長

೤ઓ͕܁Γ͛޿ΒΕた౦京ྠޒ（ࣸਅ͸ϝイン会৔の
৽ࠃ立ڝ技৔）
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ྉۚऩೖのݮগ、更新අ用の૿大、技術৬һ
のݮগという三重ۤにより、水道事業を取り巻
くڥ؀がݫしさを૿していくத、経営ج൫の強
化に向けて広域連携、ެຽ連携、%9、୤୸ૉ
などにੵۃతに取り組Ήことがٻめられてい
る。今、多くの事業者がこの໰題に取り組んで
いるものと思うが、ここで重要なことは、取組
ํ針をܾ定するに当たって内ྠの࿦ཧで検討を
進めていないか、しっかり֬認することだと思
う。水道事業においては、はっきりとউͪ負け
がつくことはないが、ࣗらの弱点とৗに向き
合っていくことが、ݫしいڥ؀にଧͪউつため
に必要なことだと͑ߟる。

ここで再ͼ、大໺બखのࢼ合ޙの言༿。「ྠޒ
だけにࠨӈされるਓੜはগしऐしい。ॊ道Έた
いにʰ道ʱがつくڝ技には一ੜऴわりがないの
だから」。きっと大໺બखは、このઌもࣗらのཧ
૝を௥いٻめて、ॊの道を究め続けていくのだ
Ζう。そんなことを͑ߟていたら、水道の「道」
も、水道事業に携わる者がཧ૝をܝげ、その実
に向けてただひたすらに究め続けていく道とݱ
いう意ຯに思͑てきた。

Ҽする弱点である。ߴ度な水道技術を
ֶんだ者の多くは水道事業者や関連
企業などで࢓事をしており、それ以֎
にはそう多くはいない。す΂てのਓが
ຖ日ར用している水道だが、水道をߏ
成する取水、ড়水、഑水などの技術は
一ൠのਓにはԑԕい。行੓をࢹ؂する
議һにおいても同じঢ়گだ。ैって、
大ن໛な水道施設の新設や更新で
あっても、水道当ہがఏҊする内༰に
さほどの意見や指摘もない。一見、事
業を進めるଆとしてはتばしいこと
のように思͑るが、ΉしΖఏҊがその
まま௨ってしまうことにාさを感じ
る。このようにઐ໳性がߴいがނに、֎෦のࢹ
点にࡽされる機会に๡しく、؍٬తࢹ点がܽ೗
しがͪだという弱点がある。

三つ目は、ͤدられる意見、要๬がす΂てݱ
。のར用者からであることによる弱点であるࡏ
લड़の௨り技術తなことに関しての意見はগな
いが、水࣭、֐ࡂ対Ԡ、水道管工事、水道ྉۚ
など事業運営に関しては数多くいただく。水道
事業は言うまでもなく、長ظతなࢹ点にཱって
進めていかなければならないが、ࡏݱのར用者
からの意見、要๬にどうしても引っ張られて、
কདྷのࢹ点がおΖそかになりがͪだという弱点
がある。

ここでڍげた三つの弱点は、水道事業に携わ
るਓにはあまり意識されていないと感じる。そ
れは、これらの弱点が水道事業の特घ性に൐う
、଄తな໰題だからなのだΖう。だからこそߏ
日々の࢓事のதで、弱点と向き合う౒ྗを意識
తにܧ続していくことが大事になる。三つのࢹ
点の一つでもܽけると、それはଈͪ内ྠの࿦ཧ
で෺事を進めるということにଞならない。内ྠ
の࿦ཧは必ͣどこかで行き٧まり、重大な໰題
を引きىこす。

༏উΛܾΊఱҪΛݟ上͛る大໺選खɻ૬ख選खに配ྀ͠ɺ৞の上
Ͱ͸সإΛͤݟͳい

（ࣸਅɿ64"�50%":�4QPSUT�ϩイター �Ξϑϩ）
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解説

①水道用途としてLDPE管の使用が開始される

②水道用途としてHDPE管の使用が開始される

③亀裂漏水を改善したHDPE管に仕様変更される

④都市ガス用途にMDPE管の使用が開始される

⑤�剛性・延性を改良したL-LDPE管への変更。同

時に二層化し内面水泡剥離の恒久対策がなさ

れた

⑥�1990年代中頃より、水道配水管用途でHDPE

管の使用が開始される

⑦�2004年のJIS K 6762改正でHDPEのPE100二

層管が規定される

補足：�20℃で50年間管が破壊しない周方向応力を、内圧クリープ試験結果から外挿する手法がISO/TR9080で1992年に、その周方向応力からPE樹脂のグレー

ドを分類する規格ISO12162が1995年に示された。表中で「相当」としたのは、これらISO9080及びISO12162以前の樹脂の推定グレードを示す

（公財）給水工事技術振興財団 技術開発部

ղઆ　ຒઃ給水༻ϙϦΤνϨϯ؅の
ॻࠂใ౼ݕ時มԽͱ݈શੑධՁʹؔ͢Δܦ

給水工事技術ৼڵ財団は3月�日、「埋設給水
用ポリエチレン管の経時変化と健全性評価に関
する検討報告ॻ」ʢ以Լ、「報告ॻ」という。ʣを
ެ表した。۽本市上Լ水道ہからఏڙを受けた
埋設給水用ポリエチレン管ʢ以Լ、「給水1&管」
という。ʣの۷上管ʢ੡଄年度1���ʙ2��1年、
22サンプルʣに対して、ࡏݱの+*4֨نのݧࢼ
߲目にͮجく評価を行うとともに、漏水Օॴの
ഁ໘解ੳ等を実施。漏水ݪҼをਪ定した上で、

「経年給水1&管の更新対৅は、+*4で長ظ性ೳ
され࢈でੜ֨ن定が定められた1���年以લのن
た੡඼とすることが๬ましい」など݁࿦෇けた。
ただ、評価を行ったサンプル数が限られるため、
全国のଞの水道事業者に協ྗを要੥、௥Ճ検ূ
を行い今回の݁果のਫ਼度を向上さͤていくํ針
である。今号の特集では、同報告ॻの内༰を解
説する。

�ɽ͸͡Ίʹ
当財団はฏ成3�年�月に「۽本஍震給水装置

ඃ֐ঢ়گௐࠪ報告ॻ」を発行している。同報告
ॻでは、給水1&管の漏水が発ੜしていたこと
がه載されているʢ管छผ漏水ൺ཰ɹ߯管
��ˋ、ԘϏ管2��、1&管1��、そのଞ��ʣ。

一ํ、1& 管に関する +*4 、については֨ن
1���年に+*4ç,ç���2が੍定された。थࢷのࡐ
࣭により௿ີ度ポリエチレンɿ1छ管、ີߴ度
ポリエチレンɿ2छ管がن定されている。1���
年୅に2छ管のُ྾漏水事1、ނछ管の水๐ണ離
事ނが発ੜしたことを受け、थࢷのݪྉ変更や
୯૚管からೋ૚管΁の࢓様変更などが行われて
いるが、֎؍は同৭で۠ผがつかないʢද1ʣ。
このため、੡଄年のҧいと漏水発ੜとの૬関に
関わるௐࠪはࠔ೉だった。

そこで、当財団は、۽本市上Լ水道ہの協ྗの

ද 1　1&管のѹྗ管用్༷࢓のมભ 1）
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Լ、日本ポリエチレンύイプγスςϜ協会とڞ
同で給水1&管を۷り上げ、性ೳ評価を行った。
これらの݁果から、経年給水1&管の漏水発ੜݪ
Ҽの෼ੳを行い、今ޙの更新対৅の指針ʢΨイυ
ラインʣに関わるʠ健全性評価ʡをࢼΈてきた。

このʠ健全性評価ʡに関して、ઐ໳Ոと水道関
係者でߏ成する「埋設給水用ポリエチレン管の
経時変化と健全性評価に関する検討ҕһ会ʢҕ
һ長ʹ܀山୎・山ܗ大ֶ大ֶӃڭतʣ」を発଍さ
ͤ、2回の৹議を経て最ऴ౴ਃをまとめていただ
いた。その最ऴ౴ਃをجに「埋設給水用ポリエ
チレン管の経時変化と健全性評価に関する検討
報告ॻ」を࡞成した。

�ɽ۷্ௐࠪͷ֓ཁ
2��1　+*4 評価ͮ͘جの試験߲໨に֨ن

当財団と日本ポリエチレンύイプγスςϜ協
会は、۽本市上Լ水道ہの協ྗのԼ、給水1&管
の漏水मཧや更新時に発ੜする۷上管をऩ集し、
෼ੳ評価するとともに、管の表示から੡・࡯؍
଄年が൑ผできたサンプルなどについて、ࡏݱ
の+*4֨نの߲ݧࢼ目にͮجいてݧࢼを行った。
ද2に給水用్の埋設1&管の日本࢈業֨نで

ある+*4ç,ç���2ʢ水道用ポリエチレンೋ૚管ʣ
にن定されている߲ݧࢼ目の変ભを示す。1��3
年൛ではڥ؀Ԡྗُ྾など、1���年൛では೤҆
定性と引張ഁஅ৳ͼなどが௥Ճされるととも

ද 2　ຒ設給水用1&管の +*4 試験߲໨のมભ（ൈਮ）֨ن
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ද 回選定͠た試験߲໨（+*4 , �7�2ࠓ　3 に४ڌ）
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に、長ظ性ೳを評価する内ѹクリープํݧࢼ法
等のվ定が行われている。

今回のݧࢼでは、1��3年以降の+*4֨نվਖ਼
で௥Ճされたڥ؀Ԡྗُ྾、引張ഁஅ৳ͼ、内
ѹクリープ、೤҆定性の�߲目についてݧࢼを
行ったʢද3ʣ。

取した��サンプルのうͪ、管の表࠾、対৅はݧࢼ
示から੡଄年が൑ผできる22サンプルとした。੡
଄年度は1���ʙ2��1年ݺ、ࠒͼܘは13ʙ2�である。

2��2　࿙水Օॴの಺֎໘ٴͼഁ໘࡯؍
全に一கして׬果と漏水発ੜの༗ແが݁ݧࢼ

いなかったため、۷上管の漏水෦෼のৄ࡯؍ࡉ

による௥Ճ検ূを行った。ُ྾のഁ໘などの؍
5のଌ定などを行い、ഁյの発ੜঢ়ଶの*0、࡯
ྫূに౒めた。これと2��1の݁果とを合わͤて
漏水ݪҼのਪ定をࢼΈた。

�ɽ+*4֨نͷ߲ݧࢼ໨ʹͮ͘جධՁ݁Ռ
݁果はද�の௨りである。੡଄年が新しいも

のほど݁ݧࢼ果がྑ޷となる܏向がΈられた。
限られた評価数だが、長ظ性ೳがن定された
1���年+*4以降の۷上管に漏水はなく、内ѹク
リープݧࢼ法による健全性が֬認できている。

なお、݁ݧࢼ果のະ実施߲目があるཧ༝は、
۷上管の長さがෆ଍していたためである。

ද �　ຒ設給水用1&管の性能試験݁Ռ⾲㸲 ᇙタ⤥Ỉ⏝ 3( ᛶ⬟ヨ㦂⤖ᯝࡢ⟶

※1 ᥀ୖ๓ࡢᇙタ⟶࡟ᑐして1ࠕࠊ㸸⿵ಟ⥅ᡭࡢ 1ಶྲྀ௜ 。ࡍ♧ࢆ௜↓しࠖྲྀࡢ㸸⿵ಟ⥅ᡭ↓ࠕࠖ

※� ᇙタ⟶࡟♧⾲ࡢよる。（ ）ࡣỈ㐨஦ᴗ⪅࡟てグ㘓ࢀࡉていࡓᇙタ᫬ᮇ࡟よる。

※� ᇙタ⟶ࡢᛶ⬟ࡀつᐃࢀࡉている -,6 . �7�� �1�。ࡍ♧ࢆᨵ定ᖺࡢ�� ᖺࡶᨵ定ࡾ࠶。�

※� �ղ6ࠕࠊいてࡘ࡟✀⟶� ✀༢ᒙ⟶ 1�ձ6ࠕࠖ ✀༢ᒙ⟶ 1�:ձࠕࠖ ✀஧ᒙ⟶ࠖࡍ♧ࢆ。

※� ᇙタ⟶ࡢእ⾲㠃ࡘ࡟いてࡾ࠶ࠕࠊ�ࡾ࠶࢟ࢶࣛࢨ 。ࡍ♧ࢆしࠖ↓࢟ࢶࣛࢨ�↓ࠕࠖ

※� ヨ㦂⤖ᯝࡘ࡟いてࠐࠕࠊ�㐺ྜ ��ࠕࠖ୙㐺ྜ �㸫ࠕࠖᐇ᪋ࡍ♧ࢆࠖࡎࡏ。

※7 ⇕Ᏻᐃᛶࠊࡣ〇㐀࣭ฟⲴ᫬୍࡟ᐃࡢ⪏⇕ຎ໬ᛶ⬟ࢆ☜ಖでࡁているࡍ♧ࢆ࡜ࡇ。

供試体 試験結果※6

No 
掘上管 

の状況 

補修※1

継手 

製造※2

年 
JIS※3

管種※4

(呼び径) 

ザラ※5

ツキ

環境応 

力亀裂 

引張破 

断伸び 

内圧ク 

リープ

熱安定 

性※7

1 

₃Ỉ

1 (19��) 
19�� 

ղ6(20) ↓ � � 㸫 � 

2 ↓ (19��) ղ6(20) ↓ 㸫 � � 㸫 

3 1 (19��) ղ6(13) ࡾ࠶ 㸫 � � 㸫 

� 1 1980

19�� 

ձ6(20) ࡾ࠶ 㸫 ۑ � 㸫 

� 1 (1981) ձ6(20) ↓ � � � 㸫 

� ↓ 1981 ձ6(13) ࡾ࠶ 㸫 � � 㸫 

� ↓ 1981 ձ6(20) ↓ 㸫 ۑ ۑ 㸫 

8 ↓ 1983 

1982 

ձ6(2�) ࡾ࠶ 㸫 � 㸫 㸫 

9 1 198� ձ6(20) ↓  � 㸫 ۑ ۑ

10 ↓ 198� ձ6(20) ↓ 㸫 � � � 

11 ↓ 198� ձ6(20) ࡾ࠶  㸫 � � ۑ

12 ↓ (198�) ձ6(2�) ↓  � 㸫 ۑ ۑ

13 ↓ 198� ձ6(20) ࡾ࠶ 㸫 ۑ ۑ 㸫 

1� ↓ 198� ձ6(2�) ↓  㸫 ۑ ۑ ۑ

1� ↓ 198� ձ6(2�) ࡾ࠶  � ۑ ۑ ۑ

1� ↓ 1989 ձ6(20) ࡾ࠶  㸫 � ࠐ ۑ

1� 1 1991 ձ6(20) ↓  � 㸫 ۑ ۑ

18 ₃Ỉ

ࡋ࡞

(⟶᭦᪂

ࡾࡼ࡟

᥇ྲྀ) 

↓ 1991 ձ6(20) ↓ 㸫 ۑ ۑ 㸫 

19 ↓ 1992 ձ6(20) ↓  � 㸫 ۑ ۑ

20 ↓ 2000 
1998 

ձW(13) ↓ 㸫 ۑ 㸫 � 

21 ↓ 2000 ձW(20) ↓ 㸫 ۑ ۑ 㸫 

22 ↓ 2001 ձW(20) ↓ 㸫 ۑ ۑ 㸫 
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�ɽ�࿙ਫՕॴͷ಺֎໘ٴͼഁ໘࡯؍ͷ�
ධՁ݁Ռ

ද�にه載のサンプルのうͪ、/P�と/P12を
நग़してৄ࡯؍ࡉを行った。ࣸਅ1ٴͼࣸਅ2に
/P�の管֎໘ٴͼ管࣠ํ向ُ྾ഁ໘、ࣸਅ3ٴ
ͼࣸਅ�に/P12の管֎໘ٴͼ管पํ向ُ྾ഁ໘
を示す。/P�の管֎໘ʢࣸਅ1ʣには、֎෦の
߶体による઀触からԡし込まれてۼんだࠟ੻が
あり、そこから長さ໿12NN管࣠ํ向と໿2�˃
された。そのഁஅ໘をࣸਅ2࡯؍いたُ྾が܏
に示す。これは管֎໘のసੴと内ѹにىҼして、
पํ向クリープ変ܗを߆ଋした三࣠Ԡྗが点ࢧ
എ໘に෼෍したため、௿଎クリープُ྾の発࣋
ੜを促進したものと͑ߟられる。

また、管֎໘からのԠྗによる影響も見られ
ることを౿ま͑ると、経年࢖用に൐うクリープ
ഁյとイレΪϡラーな֎ྗ等とのෳ合要Ҽによ
り管内表໘にُ྾が発ੜし、内ѹによるُ྾の
成長、すなわͪ௿଎ُ྾成長とݺばれる੬性ഁ

յʢਤ1の第2スςーδʣによって漏水にࢸっ
たものとਪ定した。

�ɽ݁࿦
ひとつの水道事業者からఏڙいただいた限ら

れたσーλではあるが、今回の評価݁果の݁࿦
は以Լの௨りである。

（1）࿙水原Ҽのਪ定
੡଄時ظが1���ʙ2��1年にわたる૯ڙ22ܭ

Ҽをௐࠪしݪ体の۷上管を評価し、その漏水ࢼ
た݁果、Լهの2点のෳ合要Ҽによるものとの
݁࿦をಘた。

ᶃ੡଄時点のथࢷ性ೳʢ長ظクリープ性ೳや
耐௿଎ُ྾成長性ʣٴͼ管設ܭにより、࢖用限
界にۙい管が存ࡏすることがਪ定された。

ᶄ埋設ڥ؀要Ҽにより࢖用限界をૣめる影響
があることがਪ࡯された。

※1 ᥀ୖ๓ࡢᇙタ⟶࡟ᑐして1ࠕࠊ㸸⿵ಟ⥅ᡭࡢ 1ಶྲྀ௜  。ࡍ♧ࢆ௜↓しࠖྲྀࡢ㸸⿵ಟ⥅ᡭ↓ࠕࠖ

 ※� ᇙタ⟶࡟♧⾲ࡢよる。（ ）ࡣỈ㐨஦ᴗ⪅࡟てグ㘓ࢀࡉていࡓᇙタ᫬ᮇ࡟よる。 

 ※� ᇙタ⟶ࡢᛶ⬟ࡀつᐃࢀࡉている -,6 . �7�� �1�。ࡍ♧ࢆᨵゞᖺࡢ�� ᖺࡶᨵゞࡾ࠶。� 

�ղ6ࠕࠊいてࡘ࡟✀⟶ �※ � ✀༢ᒙ⟶ 1�ձ6ࠕࠖ ✀༢ᒙ⟶ 1�:ձࠕࠖ ✀஧ᒙ⟶ࠖࡍ♧ࢆ。 

 ※� ᇙタ⟶ࡢእ⾲㠃ࡘ࡟いてࡾ࠶ࠕࠊ�ࡾ࠶࢟ࢶࣛࢨ  。ࡍ♧ࢆしࠖ↓࢟ࢶࣛࢨ�↓ࠕࠖ

 ※� ヨ㦂⤖ᯝࡘ࡟いてࠐࠕࠊ�㐺ྜ ��ࠕࠖ୙㐺ྜ �㸫ࠕࠖᐇ᪋ࡍ♧ࢆࠖࡎࡏ。 

※7 ⇕Ᏻᐃᛶࠊࡣ〇㐀࣭ฟⲴ᫬୍࡟ᐃࡢ⪏⇕ຎ໬ᛶ⬟ࢆ☜ಖでࡁているࡍ♧ࢆ࡜ࡇ。 

̒．漏⽔՗ॶの内֐໚及びഃ໚؏察の評価結果 
２つのγϱプϩをபड़して৆ࡋ؏察をߨった。その内の１つであるන̒の 1R̗の管֐໚

(ࣺਇ１)には、֐෨の߸体によるંৰからԣしࠒまれて۾Ξだࠡ੽があり、そこから⻑さ༁
12PP 管࣢๏向と༁ 20˅傾いた⻲裂が؏察された。そのഃஇ໚をࣺਇ２に⽰す。これは管
ഐ໚に෾࣍ࢩ࣢Ԣྙが点ࢀ଍した߈をܙ໚の఺੶と内圧にً因して、ब๏向クリープร֐
ාしたため、低速クリープ⻲裂の൅⽣をଇ進したものと考えられる。 

また、管֐໚からのԢྙによる影響もݡられることをಁまえると、経年使⽤に൒うクリー
プഃշと΢Ϫάϣϧーなྙ֐等との複合要因により管内න໚に⻲裂が൅⽣し、内圧による
⻲裂の成⻑、すなわͬ低速⻲裂成⻑とݼͻれるͧい性ഃշ(ਦ１の୊２ητーζ)によって漏
⽔にࢺったものと推定した。 

20 (⟶᭦᪂

ࡾࡼ࡟

᥇ྲྀ) 

↓ 2000 
1998 

ձW(13) ↓ 㸫 ۑ 㸫 � 

21 ↓ 2000 ձW(20) ↓ 㸫 ۑ ۑ 㸫 

22 ↓ 2001 ձW(20) ↓ 㸫 ۑ ۑ 㸫 

෗┿㸰 1R㸷ࡢ⟶㍈᪉ྥட⿣◚
෗┿㸯 1R㸷ࡢ⟶እ㠃 

ࣸਅ 1　/P� の管֎໘

※1 ᥀ୖ๓ࡢᇙタ⟶࡟ᑐして1ࠕࠊ㸸⿵ಟ⥅ᡭࡢ 1ಶྲྀ௜  。ࡍ♧ࢆ௜↓しࠖྲྀࡢ㸸⿵ಟ⥅ᡭ↓ࠕࠖ

 ※� ᇙタ⟶࡟♧⾲ࡢよる。（ ）ࡣỈ㐨஦ᴗ⪅࡟てグ㘓ࢀࡉていࡓᇙタ᫬ᮇ࡟よる。 

 ※� ᇙタ⟶ࡢᛶ⬟ࡀつᐃࢀࡉている -,6 . �7�� �1�。ࡍ♧ࢆᨵゞᖺࡢ�� ᖺࡶᨵゞࡾ࠶。� 

�ղ6ࠕࠊいてࡘ࡟✀⟶ �※ � ✀༢ᒙ⟶ 1�ձ6ࠕࠖ ✀༢ᒙ⟶ 1�:ձࠕࠖ ✀஧ᒙ⟶ࠖࡍ♧ࢆ。 

 ※� ᇙタ⟶ࡢእ⾲㠃ࡘ࡟いてࡾ࠶ࠕࠊ�ࡾ࠶࢟ࢶࣛࢨ  。ࡍ♧ࢆしࠖ↓࢟ࢶࣛࢨ�↓ࠕࠖ

 ※� ヨ㦂⤖ᯝࡘ࡟いてࠐࠕࠊ�㐺ྜ ��ࠕࠖ୙㐺ྜ �㸫ࠕࠖᐇ᪋ࡍ♧ࢆࠖࡎࡏ。 

※7 ⇕Ᏻᐃᛶࠊࡣ〇㐀࣭ฟⲴ᫬୍࡟ᐃࡢ⪏⇕ຎ໬ᛶ⬟ࢆ☜ಖでࡁているࡍ♧ࢆ࡜ࡇ。 

̒．漏⽔՗ॶの内֐໚及びഃ໚؏察の評価結果 
２つのγϱプϩをபड़して৆ࡋ؏察をߨった。その内の１つであるන̒の 1R̗の管֐໚

(ࣺਇ１)には、֐෨の߸体によるંৰからԣしࠒまれて۾Ξだࠡ੽があり、そこから⻑さ༁
12PP 管࣢๏向と༁ 20˅傾いた⻲裂が؏察された。そのഃஇ໚をࣺਇ２に⽰す。これは管
ഐ໚に෾࣍ࢩ࣢Ԣྙが点ࢀ଍した߈をܙ໚の఺੶と内圧にً因して、ब๏向クリープร֐
ාしたため、低速クリープ⻲裂の൅⽣をଇ進したものと考えられる。 

また、管֐໚からのԢྙによる影響もݡられることをಁまえると、経年使⽤に൒うクリー
プഃշと΢Ϫάϣϧーなྙ֐等との複合要因により管内න໚に⻲裂が൅⽣し、内圧による
⻲裂の成⻑、すなわͬ低速⻲裂成⻑とݼͻれるͧい性ഃշ(ਦ１の୊２ητーζ)によって漏
⽔にࢺったものと推定した。 

20 (⟶᭦᪂

ࡾࡼ࡟

᥇ྲྀ) 

↓ 2000 
1998 

ձW(13) ↓ 㸫 ۑ 㸫 � 

21 ↓ 2000 ձW(20) ↓ 㸫 ۑ ۑ 㸫 

22 ↓ 2001 ձW(20) ↓ 㸫 ۑ ۑ 㸫 

෗┿㸰 1R㸷ࡢ⟶㍈᪉ྥட⿣◚
෗┿㸯 1R㸷ࡢ⟶እ㠃 

ࣸਅ 2　/P� の管࣠ํُ޲྾ഁ໘
෗┿３ 㹌㹭12 እ㠃⟶ࡢ

෗┿㸲 㹌㹭12 ࿘᪉ྥட⿣◚㠃⟶ࡢ

ࣸਅ 3　/P12 の管֎໘

෗┿３ 㹌㹭12 እ㠃⟶ࡢ

෗┿㸲 㹌㹭12 ࿘᪉ྥட⿣◚㠃⟶ࡢ

ࣸਅ �　/P12 の管पํُ޲྾ഁ໘
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৽ର৅ߋ（2）
上هのことにՃ͑、੡଄年が新しいものほど

向がΈられるととも܏となる޷果がྑ݁ݧࢼ
に、限られた評価数だが、長ظ性ೳがن定され
た1���年+*4以降の۷上管に漏水はなく、内ѹ
クリープݧࢼ法による健全性が֬認できていて
いる。このため、「経年給水1&管の更新対৅は、
1&管の長ظ性ೳن定を+*4で定めた1���年より
以લの֨نでੜ࢈された੡඼とすることが๬ま
しい」ことが示された。

今回のௐࠪにより、埋設ڥ؀等によっては、
しているՄೳ性が示さࡏ用限界にۙい管が存࢖
れたことから、今回の評価݁果もߟࢀにしなが
ら、ૣظに給水1&管の更新・耐震化が進めら
れることをظ଴したい。

�ɽޙࠓͷ՝୊
લهの݁࿦が全国తに合கするか、ଞの水道

事業者の事ྫについて௥Ճ検ূを行うととも
に、今回の݁果のਫ਼度を上げるための௥Ճ研究
を行う。

なお、1���年൛+*4 , ���2「水道用ポリエチ
レンೋ૚管」にઌཱͪ、1��� 年にެӹࣾ団法ਓ
日本水道協会の֨نとして੍定された+88"ç, 
1��「水道഑水用ポリエチレン管」は、長ظ性ೳ

ʢ.34ʣج४により設ܭされた管の࢓様を定め
ており、この֨نに४ڌする「水道഑水用ポリ
エチレン管」は、��年を௒͑た࢖用ण໋を༗す

ることを෇هする。

ʲߟࢀ文ݙʳ
1 ʣ഑水用ポリエチレンύイプγスςϜ協会

ʢ2�1�年1�月ʣ「水道഑水用1&管ٴͼ管ܧ
खɹ設ܭϚχϡΞル」12をՃ筆・मਖ਼

５．結論 
 ひとつの⽔道事業者という限られた地区でのデータではあるが、今回の評価結果の結

論は以下の通りである。 

（１）漏⽔原因の推定 
製造時期が 1974〜2001 年にわたる総計 22 供試体の掘上管を評価し、その漏⽔原因を調

査した結果、下記の２点の複合要因によるものとの結論を得た。 
①製造時点の樹脂性能(⻑期クリープ性能や耐低速⻲裂成⻑性)及び管設計により、使⽤限

界に近い管が存在することが推定された。 
②埋設環境要因により使⽤限界を早める影響があることが推察された。 

（２）更新対象 
上記のことに加え、製造年が新しいものほど試験結果が良好となる傾向がみられるとと

もに、限られた評価数だが、⻑期性能が規定された 1998 年 JIS 以降の掘上管に漏⽔はなく、
内圧クリープ試験法による健全性が確認できていている。このため、「経年給⽔ PE 管の更
新対象は、PE 管の⻑期性能規定を JIS で定めた 1998 年より以前の規格で⽣産された製品
とすることが望ましい」ことが⽰された。 

今回の調査により、埋設環境等によっては、使⽤限界に近い管が存在している可能性が⽰
されたことから、今回の評価結果も参考にしながら、早期に給⽔ＰＥ管の更新・耐震化が進
められることを期待したい。 

６．今後の課題 
前記の結論が全国的に合致するか、他の⽔道事業者の事例について追加検証するととも

ᅗ1 3(⟶ࣉ࣮ࣜࢡࡢᑑ࿨᭤⥺ྛ࡜ステ࣮ࡢࢪ◚ቯᙧែ ਤ 1　1&管のΫリーϓण命ۂઢと֤ステーδのഁյܗଶ
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⑥神戸市

神戸市水道事業のྺ࢙と֓ཁ、
ۙ೥のओཁͳऔ組Έ

わが町の水道事業と
　　� 管工事組合

神戸市ਫಓہ෭ہ長ʢਫಓٕज़管理ऀʣ

ాத　޹ণ

ਆށਫಓͷྺ࢙ͱ֓ۀࣄཁ

神戸の水道事業は、໌33࣏ʢ1���ʣ年に給水
を開࢝して以དྷ、市ຽੜ活にෆՄܽな都市ج൫
として、都市の成長・発ల、ਓޱの૿Ճに対Ԡ
しながら事業をਪ進してきました。かつてધ৐
りのؒで「੺道をӽ͑ても෗らない水」として
Ѫされた「෍引の水」は、その૑設ظに日本最
ॳの重ྗࣜコンクリートμϜである෍引μϜを
ங଄しڙ給されましたʢࣸਅ1ʣ。

ฏ成�ʢ1���ʣ年にはࡕ神・୶࿏大震ࡂに見
෣われ、神戸はյ໓తなඃ֐を受けましたが、
がՄೳな水چ෮ظに強くૣ֐ࡂ」に܇ڭを֐ࡂ
道ͮくり」を目指す神戸市水道施設耐震化ج本
定し、γンϘル事業であるࡦにޙ௚ࡂըを震ܭ
大༰ྔૹ水管や഑水管耐震化などをத心に施設
੔උを進めてきました。

また、そのޙの஍震・߽Ӎ・台෩など֐ࡂの
ܹਙ化・ස発化や施設更新ध要の૿大など、事
業ڥ؀の変化を受け、水道γスςϜ最ద化を目
తとした施設の更新・再ฤや、౔࠭֐ࡂ対ࡦ工
事の௥Ճなど֐ࡂ対ࡦの֦ॆに取り組んでいま
す。

ྩ࿨2ʢ2�2�ʣ年�月には給水12�प年をܴ͑、
は໿1�1ສਓです。҆心・҆全ޱの給水ਓࡏݱ
な水道水のڙ給を௨じて市ຽੜ活と都市機ೳを
。続けています͑ࢧ

ਆށਫಓΛऔΓ͘ר՝୊

神戸は市域内のࣗݾ水ݯが๡しく、ԕํの水
௿ࠩが大ߴ、から水をૹる長い管࿏をはじめݯ
きい市域全体に҆定して水をૹるためのポンプ
場や഑水஑など、数多くの施設を੔උ・ҡ࣋し
事業を運営しています。

これら施設のҡ࣋・更新や֐ࡂ対ࡦのために
財ݯが必要な一ํで、અ水型ࣾ会の進లやਓޱ
গによる水ध要の௿໎、新型コロナウイルスݮ
感染症の影響による給水ऩӹのݮগにより、経
営ڥ؀はۃめてݫしくなっています。また、経
๛෋なベςラン৬һのୀ৬を౿ま͑、これかݧ
らの水道事業を担うਓࡐの֬อ・ҭ成や、これ
までഓってきた技術のܧ承も大きな՝題となっ
ています。

՝୊ղܾ౳ʹ͚ۙͨ޲೥ͷओཁͳऔ૊Έ

神戸市では水道事業の目指す΂きํ向性を示
した「神戸水道Ϗδϣン2�2�」にԊってܭըత
に事業ల開をਤるため、۩体తな施ํࡦ針であ
る「தظ経営ܭը2�23」を定めていますが、こ
れらの՝題に対Ԡするため、「தظ経営ܭը
2�23」でܝげた経営վળの取組Έをલ౗しで実
施するとともに、業務執行体੍のޮ཰化や%9
化のਪ進など「ٸۓ経営վֵ」に取り組んでい
ます。

۩体తには、給水装置工事৹ࠪ関連業務の集
໿化、水道ྉۚ関係業務のҕୗ֦大・集໿化な
ど、執行体੍の見௚しにணखしているほか、ࣸةਅ̍　෍Ҿஷ水஑（૑設ظ）
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機にも対Ԡできるগ数ਫ਼Ӷの組৫をߏஙするた
め、新たに「水道技術৬」を૑設し、これまで
ഓってきた水道特༗の技術技ೳをੜかし、さら
に෯広い技術業務を担͑るよう、研मや0+5等
を体ܥతに実施し、ਓࡐҭ成や技ೳܧ承に取り
組んでいます。

また、給水装置工事におけるిࢠਃ੥のར用
促進や、検ࠪ業務におけるλϒレット等の活用、
഑水ݮѹหԕํࢹ؂γスςϜのಋೖによるリ
Ϟート化など、%9化のਪ進を௨じて業務のޮ
཰化も進めています。

ͷ՝୊ɺల։ޙࠓ

給水ऩӹのઌ行きはෆಁ໌であり、神戸の水
道事業を取り巻く経営ڥ؀はより一૚ݫしくな
ることが予૝されますが、神戸水道Ϗδϣン
2�2�のج本ཧ೦「市ຽ・஍域とともにະདྷにつ
な͙神戸の水道」を実ݱするため、কདྷを見ਾ
͑た施設੔උをܭըతに実施するとともに、ۓ
続Մೳな経営࣋、経営վֵにண実に取り組Έٸ
。ஙしてまいりますߏ൫をج

シリーズ 神戸市に͓ る͚څ水૷ஔにؔ る͢
施策について

神戸市ਫಓڅہਫ୲౰՝長

஛ా　উ

̍ɹ͸͡Ίʹ

神戸市では、ฏ成2�ʢ2�1�ʣ年3月に「市ຽ・
஍域とともにະདྷにつな͙神戸の水道」をج本ཧ
೦に「神戸水道Ϗδϣン2�2�」をࡦ定し、事業
のߏ଄վֵをਤりながら࣋続Մೳな水道事業΁
の取組Έを進めてまいりました。しかしながら、
ۙ年のਓݮޱগによる水ध要のݮগや新型コロ
ナウイルス感染症の影響により、ྩ࿨2ʢ2�2�ʣ
年度はリーϚンγϣック時を௒͑る大෯なݮऩと
なり、今ޙもさらなる給水ऩӹのݮが見込まれて
います。そのため、ࡏݱ「ٸۓ経営վֵ」に取
り組んでおり、そのதで給水෦໳については、給
水෦໳の集໿と*$5�*05化を行っています。

̎ɹڅਫ෦໳ू໿ͱ *$5/*05 Խʹ͍ͭͯ

本市の給水装置工事ਃ੥は、市内に設けられ

た�センλーの給水૭ޱにおいて、担当者によ
る໘ஊํࣜで対Ԡしていましたが、໘ஊํࣜは
৹ࠪ担当者΁の負担が多く、৬һؒの技術ܧ承
の՝題もあったことから、ฏ成3�ʢ2�1�ʣ年�
月よりਃ੥ॻྨを一定ؒظʢ3 ʙ �営業日ʣ༬
かるํࣜに変更し、՝題解ܾに౒めてきました。

ྩ࿨2ʢ2�2�ʣ年�月からは、神戸市指定給水
装置工事事業者ʢ以Լ、「指定工事事業者」とい
う。ʣ΁のサーϏス向上と৹ࠪ担当者の業務のޮ
཰化をਤるため、૭ޱਃ੥にՃ͑て給水工事の
ਃ੥をಋೖしました。それにより、ਃ੥すࢠి
る指定工事事業者は2�時ؒਃ੥ख続きを行͑
るようになり、৬һはਃ੥受෇の૭ޱ業務対
Ԡがܰݮされ、૒ํのޮ཰化をਤってきました

ʢਤ1ʣ。
指定工事事業者΁のサーϏス向上、ޮ཰化と

同時に、৹ࠪ業務に携わる৬һのਓࡐҭ成と
いった՝題解ܾを目తに、給水෦໳を水道ہた
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ͪばな研मセンλー 3֊ʢதԝ۠٦௨ʣに集໿し、
ྩ࿨3ʢ2�21ʣ年�月より業務を行っています。

また、今回の給水業務の集໿化にซͤて、
「ウΟζコロナ」の時୅に対Ԡし*$5�*05化を
活用した事業ల開として、これまで実施してき
た給水装置工事におけるిࢠਃ੥にՃ͑、ύι
コン等から予໿Մೳな検ࠪ予໿γスςϜおよͼ
λϒレット等を活用したリϞート検ࠪをಋೖし
ています。

ਃ੥ࢠి（1）
　1）γステϜの֓ཁ

給水装置工事ਃ੥においては、工事ਃ込者や
ར֐関係ਓの໊ࢯ・ॅॴといったݸਓ৘報をෳ
数取りѻうこととなり、ݫ重な৘報管ཧが要ٻ
されます。طに本市で、ॅຽථのަ෇ਃ੥等の
ਃ੥でಋೖࢠਓ৘報を取りѻうॾख続きのిݸ
している「ฌݿ県ిࢠਃ੥ڞ同運営γスςϜʢ̴
ʵひょうごʣ」を活用することで、経අと時ؒを
かけͣに、給水装置工事のిࢠ化をਤりました。

指定工事事業者と水道ہは「̴ʵひょうご」

ਤ  ਃ੥のϑϩーਤ図㸯 㟁Ꮚ⏦ㄳのフロー図ࢠి　2

  

図㸰 㟁Ꮚ⏦ㄳのᑟධ࣓ࣜࢺࢵ 

㸦㸯㸧㟁Ꮚ⏦ㄳ 

㸯㸧システムのᴫせ 

⤥Ỉ⿦⨨ᕤ஦⏦ㄳࠊࡣ࡚࠸࠾࡟ᕤ஦⏦㎸⪅ࡸ฼ᐖ㛵ಀேのẶྡ࣭ఫᡤࡓࡗ࠸࡜ಶே᝟ሗ

※兵庫県電子申請共同運営システム（e‐ひょうご） 

県内 17 市３町および兵庫県で共同運営している。 

図㸯 㟁Ꮚ⏦ㄳのフロー図 

  

図㸰 㟁Ꮚ⏦ㄳのᑟධ࣓ࣜࢺࢵ 

㸦㸯㸧㟁Ꮚ⏦ㄳ 

㸯㸧システムのᴫせ 

⤥Ỉ⿦⨨ᕤ஦⏦ㄳࠊࡣ࡚࠸࠾࡟ᕤ஦⏦㎸⪅ࡸ฼ᐖ㛵ಀேのẶྡ࣭ఫᡤࡓࡗ࠸࡜ಶே᝟ሗ

※兵庫県電子申請共同運営システム（e‐ひょうご） 

県内 17 市３町および兵庫県で共同運営している。 

図㸯 㟁Ꮚ⏦ㄳのフロー図 

  

図㸰 㟁Ꮚ⏦ㄳのᑟධ࣓ࣜࢺࢵ 

㸦㸯㸧㟁Ꮚ⏦ㄳ 

㸯㸧システムのᴫせ 

⤥Ỉ⿦⨨ᕤ஦⏦ㄳࠊࡣ࡚࠸࠾࡟ᕤ஦⏦㎸⪅ࡸ฼ᐖ㛵ಀேのẶྡ࣭ఫᡤࡓࡗ࠸࡜ಶே᝟ሗ

※兵庫県電子申請共同運営システム（e‐ひょうご） 

県内 17 市３町および兵庫県で共同運営している。 

ਤ ਃ੥のಋೖϝリοトࢠి　1
シリーズ
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をհしてインλーωット上でਃ੥に係る৘報の
఻ୡを行うことになりますが、「̴ʵひょうご」
と水道ہは஍ํެڞ団体のઐ用回ઢʢ-(8"/ʣ
でܨがっているため、ߴい৘報セΩϡリςΟ性
が֬อされていますʢਤ2ʣ。

今回ಋೖしたిࢠਃ੥は、事લ協議が必要な
ਃ੥をআき、主に3֊ݐて以Լの戸ݐてを対৅
としています。ྩ࿨2ʢ2�2�ʣ年�月よりిࢠਃ
੥を開࢝してから、ྩ࿨3ʢ2�21ʣ年�月຤時点
でిࢠਃ੥業者として��ࣾが登࿥しており、全
体ਃ੥数に対し໿2ׂのిࢠਃ੥を受け෇けて
います。
のऔ組Έޙࠓ（2
ྩ࿨3ʢ2�21ʣ年1�月より工事用給水のਃ੥

およͼ取ग़し工事のあるਃ੥をిࢠのΈの受෇
に変更し、ిࢠ化の促進をਤっていきます。さ

らに今年度実施した給水装置工事ਃ੥のԡҹഇ
本のఏग़ݪ、本化しݪσーλをࢠి、に൐いࢭ
をෆ要とすること、またਃ੥ख数ྉࢧ෷い等の
Ωϟッγϡレス化を進めることにより、དྷிし
なくてもਃ੥がՄೳとなるγスςϜをߏஙし、
。ਃ੥の促進をਤっていきますࢠి

（2）検ࠪに関͢る *$5�*05 化
1）֓ཁ
検ࠪ予໿については、これまで事લにϑΝッ

クスでࣗࣾ検ࠪ報告ॻを本市にૹ෇し、そのޙ
վめてి話で日時の予໿を取るܗをとっていま
したが、ྩ࿨3ʢ2�21ʣ年�月より業務Ξプリߏ
ஙクラウυサーϏスをར用したύιコン等から
検ࠪ予໿がՄೳなγスςϜをՔಇし、す΂ての
検ࠪ予໿を受け෇けていますʢਤ3、ਤ�ʣ。こ

ਤ 3　検ࠪ༧໿γステϜの༧໿ঢ়گը໘

ਤ �　検ࠪ༧໿γステϜのϑϩーਤ

工事業者名
（指定給水装置工事事業者）

自社端末

検査予約受付システム

入力内容
・業者名、（業者番号）
・工事場所（町名まで）
・担当主任技術者名
・メールアドレス（法人可）
・申請受付番号
・現場写真

①入力・提出

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ウ
ォ
ー
ル

インターネット

検査予約受付システム

入力内容

検査予約受付システム

検査予約受付システム

⑤検査日確認

・業者番号
・工事場所（町名まで）
・申請受付番号

②申請到着確認

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ウ
ォ
ー
ル

水道局配水課
（審査担当）

事務処理用PC

検査予約受付システム

入力内容

④　反映

③　登録情報確認・
　　検査日確定
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のγスςϜಋೖにより、指定工事事業者は2�時
ؒ検ࠪਃし込ΈがՄೳとなり、৬һはి話対Ԡ
がෆ要となり、業務のޮ཰化がਤられています。

また、リϞート検ࠪについては、検ࠪ対Ԡ৬
һは、事務ॴにてλϒレットを࢖用してݱ஍で
対Ԡする指定工事事業者に௚઀指示しながら検
ࠪを実施します。このγスςϜಋೖにより৬һ
のԕִ஍΁のҠ動がෆ要となることから1日の
ॲཧ݅数が૿͑、業務のޮ཰化をਤることがで
きますʢਤ5ʣ。
のऔ組Έޙࠓ（2
リϞート検ࠪを促進するため、ະ登࿥業者を

対৅とした研म会を実施するとともに、ྩ࿨3
ʢ2�21ʣ年1�月よりԕִ஍をத心にݪଇリϞー
ト検ࠪ対৅஍۠を設けて、実施݅数の૿Ճを
ਤっているとこΖです。

̏ɹڅਫ૷ஔ౳ʹؔ͢Δࡦࢪ

（1）給水管の耐震化にͭいͯ
がਙ大で֐での給水管のඃࡂ神・୶࿏大震ࡕ

あったため、水道施設耐震化ج本ܭըにͮجい
てฏ成�ʢ1���ʣ年度に「給水装置耐震化࢑定
ܘޱ४」を੍定し、そのதでЇ��ᶱ以Լの小ج
管については、ポリエチレン1छ2૚管を࠾用し
ています。さらに耐震化を促進するために、഑
水管取ସ工事等のࡍには、道࿏෦の給水管につ
いて、ہඅでポリエチレン1छ2૚管΁の取ସを
行っています。また、給水装置工事の新設やվ
଄時には、工事ਃ੥時点で3�年以上経աしてい
る࿝ٺ給水管を再࢖用しないよう給水管の෼ذ
෦෼からの෍設ସ͑を促しています。

（2）ड水૧のదਖ਼管ཧɾ௚݁給水のଅਐにͭいͯ
受水૧の管ཧについては、本市健ہ߁と連携

して受水૧のదਖ਼管ཧに関するܒ発を行うとと
もに、ະ受検施設ʢ༰ྔ1�ὗ以Լʣに対しݸผ
にݱ஍๚໰を行う取組Έをこれまで行ってきて
います。また、受水૧定ظ検ࠪにおいて指摘事
߲がなかった施設に対し「ద合ূ」をަ෇する
取組Έを健ہ߁が行っています。

௚݁給水の促進については、ত࿨�2ʢ1���ʣ
年から新設の3֊ݐてݐ෺に௚݁給水ํࣜを࠾
用したޙ、ஈ֊తにൣғを֦大し、ฏ成�ʢ1���ʣ
年度にはʰ௚݁૿ѹ給水ํࣜʱの࠾用により、
֓Ͷ1�֊ݐてఔ度までの௚݁給水がՄೳとなり
ました。また、ฏ成2�ʢ2�1�ʣ年度には௚݁௚
ѹ給水のൣғをさらに�֊ݐてまで֦大してい
ますʢਤ�ʣ。市内3֊ݐて以上のݐ෺における
௚݁化཰ʢݐ෺౩数のൺ཰ʣはྩ࿨2ʢ2�2�ʣ
年度຤で��ˋまで૿Ճしましたʢද1ʣ。

ͤཧ⪃㸸⚄ᡞᕷの⤥Ỉ༊ᇦෆᖹᆒỈᅽࡣ ����03D

図㸴 ⚄ᡞᕷࡿࡅ࠾࡟┤⤖⤥Ỉの⠊ᅖのኚ㑄 

⾲㸯 ┤⤖⤥Ỉの㐍ᤖ状況㸦௧࿴㸰ᖺᗘᮎ㸧 

� 㝵ᘓ࡚

௨ୖ 

� 㝵ᘓ࡚

௨ୖ 

� 㝵ᘓ࡚

௨ୖ 

㸵４㸣 㸴㸳㸣 㸴㸮㸣 

ͤୖグの┤⤖໬⋡ࡣᘓ≀Ჷᩘのẚ⋡ 

４ ⚄ᡞᕷ⟶ᕤ஦ᴗ༠ྠ⤌ྜ࡜の㐃ᦠ 

㸦㸯㸧Ỉ㐨ಟ⧋ཷ௜ࢱࣥࢭー  

ᮏᕷ࡛࠾ࠊࡣᐈᵝࡀ �� ᫬㛫 ��� ᪥Ᏻᚰ࡚ࡋಟ⧋ࢆ౫㢗࡛ࠊ࠺ࡼࡿࡁᖹᡂ �� ᖺ � ᭶ࡾࡼ

ᕤ஦⟶ࠕࠊᡞᕷ⟶ᕤ஦ᴗ༠ྠ⤌ྜ㸦௨ୗ⚄ࡾࡼᙜึࠊࡋ㛤タࢆーࠖࢱࣥࢭỈ㐨ಟ⧋ཷ௜ࠕ

ࢭᾘ㈝⏕άࡿࡍ㛵࡟⧋ಟࡾỈᅇࠊࡣᮏᕷ࡛ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋクཷ࡚ࡋ⥆⥅ࡀ㸧ࠋ࠺࠸࡜ࠖྜ⤌

࡝࡞ࡿࡍ㓄ᕸࢆシࣛࢳඹྠ࡛࡜ྜ⤌ᕤ஦⟶ࠊࡋቑຍࠎᖺࡀᐖ㢠⿕ࡸᩘ௳の┦ㄯ࡬ーࢱࣥ

౑⏝Ỉࢆ㹎㹐シーࣝࡣ௒ᖺᗘࠊࡀࡓࡋࡲࡁ࡚ࡗ⾜ࢆーࠖの㹎㹐ᙉ໬ࢱࣥࢭỈ㐨ಟ⧋ཷ௜ࠕ

㔞の࡟⚊ࡏࡽ▱࠾ῧ௜ࡋᕷෆ඲ᡞ࡬のᢞภࠋࡓࡋࡲ࠸⾜ࢆ 

㸦㸰㸧⅏ᐖᑐᛂのᛂ᥼༠ຊ࡟㛵ࡿࡍ༠ᐃ࡚࠸ࡘ࡟㸦ᐮἼྵࡴ㸧 

ᮏᕷ࡛ࠊࡣ᫛࿴ �� ᖺ㸰᭶࡟⟶ᕤ஦⤌ྜ࡜⅏ᐖᑐᛂのᛂ᥼༠ຊ࡟㛵ࡿࡍ༠ᐃࠊࡋ⤖⥾ࢆ

⅏ᐖ᫬࡟Ⓨ⏕ࡿࡍ⤥Ỉ⿦⨨➼の₃Ỉ࡟ᑐࠊࡋṆỈ➼のᛂᛴᑐᛂࡗ࡞࡜࡜ࡇࡃࡔࡓ࠸࡚ࡋࢆ

 ࠋࡍࡲ࠸࡚

ࡿಀ࡟Ỉ⤥⤖┤ࡸのᴗົのཷク࡝࡞ー検㔪ࢱー࣓ࠊーྲྀ᭰ࢱᮇ㛫‶஢࣓ーࠊࡶ࡟の௚ࡇ

↓ᩱぢ✚ࡾ㸦኱つᶍࡣ➼ࣝࣅ㝖ࡃ㸧ࡶᐇ᪋ࠋࡍࡲ࠸࡚࠸ࡔࡓ࠸ 

㸳 ௒ᚋのᒎ㛤 

⤥Ỉ⿦⨨ᕤ஦ࡿࡅ࠾࡟ ,&7�,27 ໬ࠊࡣᣦᐃᕤ஦஦ᴗ⪅࡜Ỉ㐨ᒁ⫋ဨ཮᪉のᴗົのຠ⋡໬

スのࣝ࢖࢘ࢼロࢥ᪂ᆺ࡟඲ᅜⓗࡔࡲ࠸ࠊࡀࡍの࡛ࡶࡓࡋ㛤ጞ࡚ࡋᣦ┠ࢆ฼౽ᛶྥୖࡧࡼ࠾

水ѹはۉɿ神戸市の給水۠域内ฏߟࢀ˞ ����.1B

ਤ �　ਆށ市に͓͚る௚݁給水のൣғのมભ

ਤ 5　リϞート検ࠪのイϝーδਤ

図３ 検査予約システムの予約状況画面 

図４ 検査予約システムのフロー図 
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ද 1　௚݁給水のਐ௙ঢ়گ（令和 2年度຤）

て以上ݐ֊3 て以上ݐ֊� て以上ݐ֊�

��ˋ ��ˋ ��ˋ
˞上هの௚݁化཰はݐ෺౩数のൺ཰

̐ɹਆڠۀࣄ޻؅ࢢށಉ૊߹ͱͷ࿈ܞ

（1）水道修સड෇センター
本市では、お٬様が2�時ؒ3��日҆心してम

સをґཔできるよう、ฏ成2�ʢ2���ʣ年�月よ
り「水道मસ受෇センλー」を開設し、当ॳよ
り神戸市管工事業協同組合ʢ以Լ、「管工事組合」
という。ʣがܧ続して受ୗしています。本市では、
水回りमસに関するফඅੜ活センλー΁の૬ஊ
݅数やඃֹ֐が年々૿Ճし、管工事組合とڞ同
でチラγを഑෍するなど「水道मસ受෇セン
λー」の13強化を行ってきましたが、今年度
は13γールを࢖用水ྔのお知らͤථにఴ෇し
市内全戸΁の౤വを行いました。

ରԠのԠԉ協ྗに関͢る協定にͭいͯ֐ࡂ�（2）
（೾ؚΉפ）

本市では、ত࿨��ʢ1���ʣ年2月に管工事組

合と֐ࡂ対ԠのԠԉ協ྗに関する協定をక݁
し、֐ࡂ時に発ੜする給水装置等の漏水に対し、
対Ԡをしていただくこととなってٸ水等のԠࢭ
います。

このଞにも、ؒظຬ了ϝーλー取ସ、ϝー
λー検針などの業務の受ୗや௚݁給水に係るແ
ྉ見ੵりʢ大ن໛Ϗル等はআくʣも実施いただ
いています。

̑ɹޙࠓͷల։

給水装置工事における*$5�*05化は、指定工
事事業者と水道ہ৬һ૒ํの業務のޮ཰化およ
ͼརศ性向上を目指して開࢝したものですが、
いまだ全国తに新型コロナウイルスの感染がऩ
まらないத、新しいੜ活様ࣜでのఏ言にある「ಇ
きํの新しいスλイル」ʢウΟζコロナʣの一ॿ
としても、これらの取組Έを定ணさͤていきた
いと͑ߟています。今ޙ、全国తに࿑ಇੜ࢈ਓ
গしていくதで引き続きద੾に水道事業ݮがޱ
の運営体੍をҡ࣋するためには、*$5�*05をੵ
市、ݮ࡟తに活用し、業務のޮ཰化、コストۃ
ຽ・事業者のརศ性の向上に取り組Ή必要があ
ると͑ߟています。
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⑥神戸市

神戸市管工事業協同組合の沿革と現状、
水道局と連携している施策について

わが町の水道事業と
　　� 管工事組合

神戸市管工事業協同組合理事長

髙井　豊司

̍ɹྺ࢙ɾ֓ཁ

神戸市管工事業協同組合は、大ਖ਼�ʢ1�2�ʣ年
�月に水道工事業界の団݁と発లを目指し、組合
һ2�ࣾにより「தԝӴੜ会」として発଍し、ত
࿨2�ʢ1��1ʣ年に「神戸市水道工業協同組合」
として法ਓ組৫を設ཱしました。そのޙ、ত࿨
��ʢ1��3ʣ年にࡏݱの໊শである「神戸市管工
事業協同組合」にվশしࡏݱにࢸるまで1��年の
長きにわたり、神戸市の上Լ水道事業に携わり、
๛かな市ຽੜ活の発లにد༩してࢀりました。

そのؒ、ত࿨13ʢ1�3�ʣ年のࡕ神大水֐、第
ೋ次ੈ界大ઓによるࠞཚ、ੴ༉ة機によるࡐࢿ
ෆ଍と価֨ߴಅ、όϒル่յによる大ෆگ、ฏ
成�ʢ1���ʣ年に発ੜしたࡕ神・୶࿏大震ࡂ等
度重なるࠔ೉をઌਓの皆様のӳ知により৐りӽ
͑てࢀりました。特にࡕ神・୶࿏大震ࡂのࡍは、
発ੜޙす͙に֐ࡂ対ࡦ本෦を設置し、組合һࣗ
਎もඃࡂ者でありながら、神戸市の上Լ水道の
෮࡞چ業にෆ຾ෆ休で携わりました。ਏく൵し
いग़དྷ事ではありましたが、市ຽからライϑラ
インの෮چにتͼの੠を受け取ったୡ成感と஥
ؒとともにޓいにॿけ合い、͑ࢧあうことでឺ
を再認識できたॠؒでもありました。

組合発଍ޙ、組合һ数は૿͑ていき、ฏ成�
ʢ1���ʣ年度には21�ࣾがՃໍしていましたが、
ฏ成1�ʢ1���ʣ年のվਖ਼水道法の施行ޙはຖ年
୤ୀ者がग़て、ࡏݱの組合һ数は1�1ࣾとなっ
ております。૿͑続けるһ֎対ࡦとして、同業
者をԹかく組合にܴ͑ೖれるため、ฏ成 1�

ʢ1���ʣ年に全国にઌۦけて、।組合һ੍度を૑
設いたしました。੍度૑設ޙ、ঃ々にՃೖ者が
では2�ࣾが।組合һとしてՃೖしておࡏݱ͑૿
ります。また、ฏ成3�ʢ2�1�ʣ年には組合の存

め、今まで以上に神戸市ຽに認知さߴ価஋をࡏ
れる組৫となることを目指すため、ࢍॿ会һ੍
度を૑設கしました。ࡐࢿϝーΧー・঎ࣾ、อ
୅ཧళ、ཱྀ行業者等、組合と取引のある��ࣾݥ
の関係企業の皆様にՃೖいただいております。
組合の௨ৗ૯会開催時にはر๬するࢍॿ会һに
ϒースをग़లしていただき、組合һとのަྲྀを
ਤっておりますʢࣸਅ1ʣ。また、ࢍॿ会һとੵ
తにަྲྀや連携をਤりながら、取ಘした༗ӹۃ
な৘報を組合һにఏڙしております。

�ɹ૑ཱ���प೥

当組合は昨年૑ཱ1��प年のઅ目をܴ͑るこ
とができました。これは組合һの協ྗと組合を
る৬һ、ྺ୅の໾һ、ॾઌഐํのઈ͑ؒな͑ࢧ
い౒ྗ、そして神戸市をはじめとする関係行੓
機関ฒͼに関係ॾ団体の一ํなら͵ご指ಋ、ご
。෺とਂく感ँਃし上げますࣀԉのࢧ

これをه೦して、ฏ成3�ʢ2�1�ʣ年�月に「1��
प年ه೦४උҕһ会」をཱͪ上げ、ه೦ࣜయ・
ॕլ会、جௐ講ԋをྩ࿨2ʢ2�2�ʣ年11月�日
に開催することにܾ定し४උを進めてࢀりまし

ࣸਅ 1　૯会ϒース
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たʢࣸਅ2ʣ。ྩ࿨ݩʢ2�1�ʣ年�月からは、ه
೦ࣜయ・ॕլ会を担当するҕһ会とه೦誌・ج
ௐ講ԋを担当するҕһ会に෼かれ、ه೦事業が
成ޭするよう検討を重Ͷてࢀりましたが、新型
コロナウイルス感染症֦大により、ه೦ࣜయ・
ॕլ会、جௐ講ԋはྩ࿨3ʢ2�21ʣ年1�月�日
開催に1年Ԇظを༨ّなくされてしまいました。
とこΖが、新型コロナウイルス感染症はऴଉに
向かうどこΖか、֦大を続け第3೾、第�೾と続
き、ෳ数回にわたるٸۓ事ଶએ言の発ྩにより、
開催に向け४උを進めることができͣ、੣に残
೦ながら一連のࣜయ・ॕլ会の開催をஅ೦し、
೦事業をऴ了هをもって1��प年ץ೦誌の発ه
することにகしました。

組合һが一同に会し、関係行੓機関、関係ॾ
団体、全国の同業者の皆様をおটきし、感ँの
、をお఻͑することにしておりましたがͪ࣋ؾ
その機会がࣦわれたことはとても残೦でなりま
ͤんが、次の1��年に向けてӹ々の発లを目指
してࢀります。

�ɹ૊߹ͷऔ૊Έ

（1）事業関係
当組合は、神戸市からのҕୗ事業である水道

मસ受෇センλー業務、ؒظຬ了ϝーλー取ସ
業務、ϝーλー検針業務が主要事業となってお
ります。ฏ成21ʢ2���ʣ年にެ׭धద֨組合の

ূ໌を取ಘし、ੵۃతにೖࡳにࢀՃし上ه業務
を受ୗしました。

水道मસ受෇センλー業務は、神戸市水道ہ
が水回りのトラϒルが発ੜしたࡍに市ຽが҆心
してमཧをґཔできるઌとしてฏ成2�ʢ2���ʣ
年に開設され、ࡏݱまでܧ続して当組合が受ୗ
しております。2�時ؒ3��日市ຽからの水回り
のमཧを受෇し、当業務に登࿥している組合һ
がमસ࡞業を行っております。開設当ॳの年ؒ
のి話受෇݅数は�
3�3݅、मસग़動݅数は1
333
݅でしたが、昨年度はి話受෇݅数22
21�݅、
मસग़動݅数は�
���݅で開設当ॳの� ʙ �ഒと
なっております。ฌݿ県ではྸߴ者やঁ性のํ
が、水回りのमસでֹߴ੥ٻされるඃ֐が૬次
いでおり、そういったඃ֐をແくすためにも水
道मસ受෇センλーの認知度向上を目指してお
ります。

�ຬ了ϝーλー取ସ業務は、神戸市内をؒظ
つの஍۠に෼けてೖࡳが行われ、ฏ成2�ʢ2�1�ʣ
年から1஍۠の取ସ࡞業を行っておりましたが、
今年度からは2஍۠を受ୗし1�月から業務がス
λートすることになりました。

ϝーλー検針業務は、ϝーλー取ସ業務と同
様に神戸市内�஍۠のうͪ、ฏ成2�ʢ2�1�ʣ年
に第一᷂ڥ؀とڞ同企業体を݁成し、1஍۠を
受ୗしました。また、ྩ࿨ݩʢ2�1�ʣ年度には
新たに1஍۠の業務を受ୗすることができ、ݱ
は2஍۠でϝーλー検針業務、ϝーλーด開ࡏ
ખ業務、ະೲ੔ཧ業務を行っております。

（2）෱རް生事業
組合һの経営ฒͼに技術向上をਤるために、

ຖ年時ྲྀに合った研म会を開催しております。
ۙ年では企業経営研म会、ࣾ会อݥະՃೖ者対
研म会、Ϛイナンόー研ܧセϛナー、事業承ࡦ
म会等を開催கしました。

昨年は、新型コロナウイルス感染症の影響に
より਌ກ行事は実施できまͤんでしたが、ྫ年
は当組合の੨年෦会が主体となりՈ଒Қ҆会を
実施し、多くの組合һにࢀՃいただいておりま
す。਌ກཱྀ行も一ധएしくは日ؼりで定ظతに
行っておりますʢࣸਅ3ʣ。

また、ຖ年組合会ؗにおいて、組合һのै業һ
を対৅とした集団健߁਍அを実施しております。

ࣸਅ 2　1�� प年ύωル
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（3）市民13͚޲イベント
組合が受ୗしている水道मસ受෇センλーの

13のため、ຖ年�月の水道िؒに合わͤて市内
の�Χॴで水道ہと合同による13イベントを開
催していますʢࣸਅ�ʣ。水道मસ受෇センλー
のポέットςΟッγϡおよͼチラγの഑෍と、
水回りの૬ஊコーナーを開設し、13に౒めてい

ます。�月のԼ水道の日にも市ݐ設ہԼ水道෦
との合同による13イベントをਓ௨りの多い঎
ళ֗で行っておりますʢࣸਅ5ʣ。また、3月と
1�月にも֤関係෦ڞہ催の大きなイベントが開
催されており、どͪらにもࢀՃして市ຽ΁の13
活動を行っております。昨年、今年とこれらの
イベントは新型コロナウイルス感染症֦大のた
め、実施することができまͤんでしたが、ऴଉ
。は再開したいと思っておりますޙ

աڈの活動としては、ฏ成2�ʢ2�13ʣʙ 2�
ʢ2�1�ʣ年に神戸市のすまいの૯合૭ޱである
「すまいるωット」のセϛナーに講ࢣとしてࢀՃ
し、市ຽに向け、水回りのトラϒル解ফ・Ԡٸ
ા置についてのセϛナーを開催கしましたʢࣸ
ਅ�ʣ。

ฏ成2�ʢ2�1�ʣ年には、एखσβイナーの発

ࣸਅ 3　Ո଒Қ҆会

ࣸਅ �　水道िؒに合Θͤͯ13イベント

ࣸਅ 5　ਓ௨Γのଟい঎ళ֗Ͱ13

ࣸਅ �　͢まいるωοト࿈ܞセϛφー

ࣸਅ 7　பࠂ޿͖ר
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۷・ҭ成を目తとして神戸市が実施する「த小
企業のப巻広告σβインコンϖを活用し、৐降
数の多い஍Լమ三ٶӺの�本のபにڊ大なப巻
き広告をܝग़しましたʢࣸਅ7ʣ。

ฏ成3�ʢ2�1�ʣ年には、神戸市ফඅੜ活セン
λーの૬ஊһを対৅とした、水回りのमཧに関
する講श会に講ࢣとしてࢀՃகしました。また、
神戸市ফඅੜ活センλー主催の市ຽを対৅とし
た「水նりのトラϒル対ॲ法」について講ԋを
行いました。

ຖ年、Նの1Χ月ؒ三ٶ஍Լ֗のՖ時ܭΪϟ
ラリーに組合を13するల示෺をܝग़しており
ますʢࣸਅ�ʣ。今ޙも様々なイベントにࢀՃし
て市ຽに向けて組合の13を行っていきたいと
。ております͑ߟ
�ɹ�ਫಓہͱ࿈͍ͯ͠ࢪ࣮ͯ͠ܞΔࡦࢪ
ʹ͍ͭͯ

ত࿨に発ੜしたפ೾によるඃ֐を受け、ত࿨
��ʢ1���ʣ年に神戸市水道ہと「給水装置ٸۓ
मસ工事協定」をక݁し、פ೾ඃ֐に限らͣ、
大ن໛֐ࡂにもඋ͑ております。ฏ成�ʢ1���ʣ年
に発ੜしたࡕ神・୶࿏大震ࡂのࡍは、協定にج
ͮき水道ہのࡿԼにೖり෮࡞چ業を行いました。

ฏ成2�ʢ2�1�ʣ年には市内のதֶੜを対৅と
した๷ࡂ体ֶݧशに水道ݐ、ہ設ہԼ水道෦と
合同でࢀՃし「いつでもऄޱ設営܇࿅」と「簡
қトイレ設営܇࿅」を行いましたʢࣸਅ�ʣ。

લड़のように、水道ہから水道मસ受෇セン
λー業務を受ୗしており、合同による13イベ
ントを行っています。また、当業務にै事して
いる組合һのスΩルΞップのための研म会、஍

事によるௐ੔会議・事業者会議ʢࣸਅ1�ʣװ۠
を行う等、水道मસ受෇センλーがよりྑい組
৫となるよう協ྗして行っています。

水道ہからは、水道मસ受෇センλー業務の
ଞにもϝーλー取ସ業務、ϝーλー検針業務を
受ୗしており、今まで以上に連携をີにして、
神戸市ຽのライϑラインをकっていきたいとߟ
͑ております。

ࣸਅ �　Ֆܭ࣌Ϊϟラリー ࣸਅ �　๷ࡂମ験ֶ習

ࣸਅ 1�　事業者会議
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給水負荷の算定法

藤村和也（三菱地所設計）　　
光永威彦（明治大学）　　　　
坂上恭助（明治大学名誉教授）

本講座は「給水負荷の算定法」について4回シリーズで概説する。第1回は「給水負荷と給水
負荷算定法」と題し、総論として給水負荷や給水負荷算定法を紹介し、具体的な事例を用いて算
定法の違いにより結果が大きく異なることを示した。第2回では「日給水量と時間給水量」と題し、
それらを解説するとともに日給水量においてはこれまでの知見を集約し、新しい設計用単位給水
量を提案した。
第3回となる本報では、「瞬時給水量」と題し、その算定目的や算定方法を近年の動向を加え
概説する。
なお、次報以降では、第4回「新しい給水負荷算定法」について述べる。

第3回　瞬時給水量

�ɽ͸͡Ίʹ
ॠ時給水ྔ┕┴ はද1に示すように給水設උに

おける水道௚݁ํࣜの水道引込Έ管・給水管の
管ܘ、૿ѹ給水ポンプのૹ水ྔなど、ॠ時తに
変動する負荷に対Ԡする഑管やポンプのܾ定に
用いられる。そのॠ時給水ྔ┕┴の算定法は、ۭ

・४جの給ഉ水Ӵੜ設උ֨نௐ࿨・Ӵੜ工ֶ会ؾ
同解説1ʣʢ以Լ、「4)"4&�4 2��」ʣやۭؾௐ࿨・
Ӵੜ工ֶ会ศཡ 2ʣʢ以Լ、「ศཡ」ʣ、国౔ަ௨ল
؂मのݐங設උ設جܭ४ 3ʣʢ以Լ、「設උ設جܭ
४」ʣといった֤छのจݙʢ以Լ、「設ࢿܭྉ」ʣ
にه載されており、ݐ෺用్やن໛によって数
छྨのํ法が定められている。一ํで、それら

ද 1　給水ํࣜのߏ成ཁૉ͝との給水ෛՙมಈとܾ定Ҽࢠ

┕┴

┕┴

┕┴

┕┴

＊1　�水道直結方式は、水槽などの一時貯水槽がないため、構成要素

すべてにおいて原則、瞬時給水量 Qpを決定因子とする。
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の算定法にはۙ年のӴੜث۩のઅ水化の影響を
൓өさͤることができͣ、実ଶとのဃ離が՝題
となっている。

本報では、ॠ時給水ྔ┕┴の算定目తや算定ํ
法と、その՝題をۙ年の動向をަ͑て֓説する。

�ɽॠڅ࣌ਫྔͷఆٛ
ʠॠ時給水ྔʡはจࣈ௨りʠॠ時ʡにྲྀれるʠ給

水ྔʡであり、ʠॠ時最大給水ྔʡは1日のうͪ
最も多く水が࢖用される時ؒଳでྲྀれる最大の
給水ྔをいう。その୯Ґはʦ-�NJOʧとするが、
1෼ؒ当たりの最大஋と定ٛされていない点は
注意す΂きであり、実࣭తには給水管内で数ඵ
ఔ度ܧ続するॠ時తな最大給水ྔを͑ߟる必要
がある。本報のςーϚとするʠॠ時給水ྔʡとは、
લड़したとおり、ॠ時తな負荷変動に対Ԡする、
給水管の管ܘやポンプのૹ水ྔをܾ定するため
のॠ時ʠ最大ʡ給水ྔを意ຯする。

なお、ॠ時給水ྔのྨࣅの֓೦として、ศཡ
のʠピーク時予૝給水ྔʡがある。ピーク時予
૝給水ྔとは、1日の࢖用水ྔをجにして、係
数を৐じてٻめられる1෼ؒ当たりのྲྀྔであ
り、ศཡにおいてはʠあるఔ度のن໛以上のݐ
෺における3�෼ఔ度ܧ続するピーク時における
主管のྲྀྔʡと解説 �ʣされている。設උ設جܭ
४ �ʣにおいても同様の算定法によるྲྀྔがʠॠ
時最大予૝給水ྔʡとه載されている。しかし、
このような֓೦が定ٛされている一ํで、実務
において、これら1日の࢖用水ྔをجにٻめら
れるॠ時給水ྔが給水設උの管ܘやポンプ機ث
༰ྔのܾ定に用いられることはكであり、本報
でѻうॠ時給水ྔとは性࣭がҟなる点にཹ意が
必要である。

�ɽॠڅ࣌ਫྔͷࢉఆ๏
本ষでは、୅表తなॠ時給水ྔの算定法につ

いて֓説する。なお、2 �でड़΂た௨り、1日࢖
用水ྔからٻめられるピーク時予૝給水ྔやॠ
時最大予૝給水ྔは、給水設උの管ܘやポンプ
機ث༰ྔのܾ定に用いられる機会はগないこと
から本ষではׂѪした。

3 �1　水࢖用ؒ࣌཰とث۩給水୯ҐにΑるํ๏�）

水࢖用時ؒ཰とث۩給水୯Ґによるํ法は、設
置ث۩数やผ表に定められる水࢖用時ؒ཰Б等の
ύラϝーλをجに、 （ࣜ1）を用いて同時࢖用ث۩
数をٻめ、ද2に示されるようなث۩給水୯Ґを
৐じてॠ時給水ྔをٻめる算定法である。ҟछث
۩がࠞࡏする場合や2Χॴ以上に෼ࢄ設置されて
いる場合のث۩数のิਖ਼といった、ଞの算定法に
はΈられない特௃があるものの、ࢀরしなければ
ならない৘報が多く、൥雑という՝題がある。

┝┱┥┼ � ┧ЛБ�┦㲋┧ЛБ�侏 ʜʜʜʜʜʜʜ ࣜçʢ1ʣ
ここに、
┝┱┥┼ɿ٫غ཰Дによる同時最大水࢖用ث۩数ʦݸʧ
┧ɿ設置ث۩数ʦݸʧ

Лɿར用཰ʦôʧʢผ表によるʣ
Бɿ水࢖用時ؒ཰ʦôʧʢผ表によるʣ
┦、϶�Дによってܾまる定数ʦôʧʢผ表によるʣ

ද 給水୯Ґの一ྫ۩ث　2 �）

3 �2　৽給水ෛՙ୯ҐにΑるํ๏7）

ද3に示す֤ث۩に設定された新給水負荷୯Ґ

ද 3　৽給水ෛՙ୯Ґ 7）
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を設置されたث۩数にԠじてੵΈ上げ、ਤ1に示
すઢਤから対Ԡするॠ時給水ྔを読Έ取るํ法
である。ൺֱత簡ศにॠ時給水ྔをٻめることが
できるが、ద用できる用్がॅ୐と事務ॴのΈと
なっており、用్に੍໿があることが՝題である。

ਤ 1　ॠ࣌給水ྔのࢉ定ਤ（৽給水ෛՙ୯Ґ）7）

3 （�ར用͔Β༧ଌ͢るํ๏۩ث　�3

ද�をجに、設置ث۩数に対する同時࢖用ث
۩数をٻめ、ද5に示される֤ث۩ผのॠ時最
大ྲྀྔを৐じてॠ時給水ྔを算ग़するํ法であ
る。ද�にث۩数が示されていないதؒの஋は、
ൺྫ഑෼によってٻめ、ث۩の࢖われํがかな

り特定できるような場合は、۩体తに同時࢖用
を検討する。ద用はث۩数のগない場合やنଇ
性のある場合に限られるが、ൺֱత簡ศにॠ時
給水ྔを算定できる。

3 （�給水ෛՙ୯ҐにΑるํ๏۩ث　��

ද�に示される֤ث۩のث۩給水負荷୯Ґをੵ
Έ上げ、ਤ2に示すઢਤʢ以Լ、「負荷予ଌۂઢ」ʣ
からॠ時給水ྔを読Έ取るํ法ʢ以Լ、「ث۩給
水負荷୯Ґ法」ʣであり、ถ国の3PZ� #� )VOUFS
ത࢜により1���年୅にఏҊされた1�ʣ。多૚֊の
෺などではա大な算定஋になるという՝題がݐ
指摘されている一ํで、簡ศにॠ時給水ྔをٻ
められるํ法であり、ۭؾௐ࿨・Ӵੜ工ֶ会の給

ਤ 2　ॠ࣌給水ྔのࢉ定ਤ（ث۩給水ෛՙ୯Ґ）�）

ද 給水ෛՙ୯Ґの一ྫ۩ث　�

ද （�用཰ʦˋʧ࢖࣌の同۩ث　�

ද 給水ྔ࣌ͼॠٴ用ྔ࢖　5 �）
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ഉ水Ӵੜ設උҕһ会ࡿԼ「給ഉ水Ӵੜ設උ設ܭ
法検討小ҕһ会ʢ主ࠪɿ小ݪ௚ਓʣ」によって
2�1�年に実施された実務者に対するΞンέート
ௐࠪ 11ʣによると、ॠ時給水ྔの算定法として最
も多く࠾用されているํ法であることが෼かって
いる。本報では、次ষ�ɽにおいて、この実務で
最も多く用いられているث۩給水負荷୯Ґ法の
ۙ年の動向についてهす。

3 �5　集合ॅ୐に͓͚るॅډਓ਺にΑるํ๏
（ਓ員਺にΑるํ๏12）ɺ13ॅډ（1）

ਓ数が1�ਓ以上の集合ॅ୐用్にのΈదॅډ
用Մೳな算定法であり、集合ॅ୐の水࢖用実ଶ
ௐࠪの݁果にͮجく （ࣜ2）ʙ （ࣜ3）に示すۙࣜࣅ
を用いてॠ時給水ྔを算定するํ法である。

┕�2�└��3� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ࣜçʢ2ʣ
ʢ└ɿ1ਓ以上3�ਓ以Լʣ

┕�1� �2└���1 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ࣜçʢ3ʣ
ʢ└ɿ31ਓ以上ʣ

ここに、
┕ɿॠ時給水ྔʦ-�┱┭┲ʧ
└ɿॅډਓһʦਓʧ

（਺にΑるํ๏12ށॅ（2）

ॅ戸数による算定ํ法も以લは࢖用されてい
たが、1ॅ戸当たりのॅډਓһ数が、ۙ年গな
くなったことにより、算定஋とݱঢ়とがဃ離す
る等のཧ༝から、4)"4&�4 2��でѻわなくなっ
た。

3 定๏のまとΊࢉ　��
本ষで঺հした、ॠ時給水ྔの算定法のまと

めをද7に示す。用్やن໛によって、設ܭ者
が算定法をબ୒していく必要がある。

ද 7　ॠ࣌給水ྔの主たるෛՙࢉ定๏

※“○”は該当を表わす。

＊1　学会：空気調和･衛生工学会　国：国土交通省　財団：給水工事技術振興財団

＊2　事務所のみ適用可能

＊3　給水用具給水負荷単位法と記載

＊4　私室用の器具給水単位が用意されているが、一般的には住宅用途では適用されない。

�ɽڅ۩ثਫෛՙ୯Ґ๏ͷۙ೥ͷಈ޲
本ষでは、ॠ時給水ྔの算定法として最も多

く用いられているث۩給水負荷୯Ґ法のۙ年の
動向について֓説する。

� �1　અ水ث۩΁のରԠ
給水ෛՙ୯Ґのద用۩ث（1）

ॠ時給水ྔの算定法にはڞ௨してۙ年ٸ଎に
できていないྀߟの影響を۩ثしたઅ水型ٴී
という՝題がある。そのঢ়گに対して、ث۩給
水負荷୯Ґ法では、ث۩のઅ水化の影響を൓ө
したث۩給水負荷୯Ґを検討する研究が行われ
ている。筆者らもその一୺を担っており、2�1�
年には、୅表తなӴੜಃثϝーΧーにより当時
ൢചされていた大ศثと小ศثの給水時ؒやॠ
時給水ྔなどの機࢓ث様をௐࠪすることで、+*4
と小ث号におけるચড়水ྔの۠෼ごとに大ศه
ศث΁のث۩給水負荷୯ҐをఏҊした 1�ʣ。さら
に、当時新たに大ศثの+*4ه号の給水ํࣜにՃ
͑られた小ྲྀྔでも連続࢖用がՄೳとなる、ઐ
用ચড়ห型のث۩給水負荷୯ҐのఏҊも行った。

一ํで、国౔ަ௨লにおいてもಠࣗに同様のํ
法でઅ水型の大ศثと小ศثに対するث۩給水負
荷୯Ґの検討がなされ、ฏ成3�ʢ2�1�ʣ年൛の設
උ設جܭ४では、+*4ه号のચড়水ྔの۠෼ごとに
用のσーλとしてܭ給水負荷୯Ґがਖ਼ࣜに設۩ث
新たにՃ ら͑れた1�ʣ。なお、4)"4&�4 2��では2�1�
年൛より、અ水型の大ศثと小ศثのث۩給水負
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荷୯Ґとして設උ設جܭ४の஋を引用している�ʣ。
અ水型の大ศثと小ศثのث۩給水負荷୯Ґ

の筆者らの研究によるఏҊ஋と設උ設جܭ४に
載されている஋をද�に示す。ચড়หࣜの大ه
ศثでは、設උ設جܭ४による஋が小さくなっ
た。これは、ௐࠪサンプル数のҧいが影響をٴ
΅しているものと͑ߟられ、અ水型の大ศثの
機࢓ث様に関して、筆者らは当時実ࡍにൢചさ
れていた2�以上のث۩のௐࠪ݁果を用いている
が、国౔ަ௨লはレストルーϜ工業会による୅
表஋を用いている1�ʣ。

ද �　ఏҊさΕͯいるث۩給水ෛՙ୯Ґ

1�ʣ

（2）࣮ଌにΑるࢉ定஋の検ূ
算定されたॠ時給水ྔのਫ਼度検ূを目తとして、

第1回でも取り上げた事務ॴ用్の"Ϗルを対৅
にして、ఏҊしたઅ水型の大ศثと小ศثのث۩
給水負荷୯Ґを用いた算定஋と実ଌ஋のൺֱも筆
者らは行っている1�ʣ。"Ϗルのݐ෺֓要をද�に、
給水ܥ౷の֓೦ਤをਤ3に、主なӴੜث۩の࢓様
をද1�に示す。ॠ時給水ྔの実ଌはਤ3に示す௨
り、主管ʢ2ʙ�֊ܥ౷ʣとࢬ管ʢ�֊ܥ౷ʣを対
৅に行われた。σーλऩ集ؒظは、主管は1ඵ、
、はؒظ౷ʣは1�ඵとした。また、ଌ定ܥ֊�管ʢࢬ
主管は�日ؒ、ࢬ管は�日ؒと限られたؒظとなっ
ている。

算定஋と実ଌ஋のൺֱをਤ�に示す。いͣれの
給水負荷୯Ґを用いるこ۩ث౷も、ఏҊされたܥ
とで、ॠ時給水ྔの算定஋は小さくなり、実ଌ஋
にۙい஋になることが֬認された。なお、実ଌ஋
が一ൠతなચড়หํࣜの大ศثの給水ྲྀྔである
1��-�NJOをԼ回っているが、これは"Ϗルでは௿
ྲྀྔで連続ྲྀしがՄೳとなるઐ用ચড়หํࣜの大
ศثが࠾用されているためであると͑ߟられる。

ද ෺֓ཁ（"ビル）ݐ　�

ਤ 3　給水ܥ౷֓೦ਤ（"ビル）

ද 1�　主ͳӴ生ث۩の֓ཁ（"ビル）

（4.8L／回）

ਤ （ઢᶃۂビルɺ"）定஋と࣮ଌ஋のൺֱࢉ　�
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� �2　ෛՙ༧ଌۂઢの関਺化
給水負荷୯Ґ法では、算定のաఔにおい۩ث

て負荷予ଌۂઢを読Έ解く必要がある。この負
荷予ଌۂઢは、1���年୅にถ国で3PZ� #� )VOUFS
ത࢜によって、このํ法をఏҊ 1�ʣされて以དྷ、
、型のまま用いられ続けているものとなるがݪ
この負荷予ଌۂઢの関数は示されておらͣ、設
により読Έ取る必要があࢹ者は給水負荷を目ܭ
る。一ํで、設ܭܭ算にコンピϡーλの表ܭ算
ιϑトを用いることが一ൠతとなり、#*.

ʢ#VJMEJOH *OGPSNBUJPO .PEFMJOHʣがීٴし࢝め
ているݱ୅では、多くの設ܭ者に用いられてい
るث۩給水負荷୯Ґ法の負荷予ଌۂઢの関数化
はੜ࢈性の向上にد༩する。このようなഎܠか
ら、筆者らは非ઢܗのϞσル関数を設定し、最
小ೋ৐法を用いたۙࣅにより、 （ࣜ�）、 （ࣜ5）に
示す負荷予ଌۂઢの関数をఏҊした1�ʣ。

�1�┽ઢ1ɿۂ ��� MPHʢ┼�1ʣ�� ��2 ┼ɼ
��┼ ʜࣜçʢ�ʣ

21�┽ઢ2ɿۂ ��1 MPHʢ┼�1ʣ�� ��� ┼ɼ
��┼�1
��� ʜࣜçʢ�ʣ

ここに、┽ɿ給水負荷ʦ-�NJOʧ、┼ɿث۩給水
負荷୯Ґ数ʦôʧ

ਤ5、ਤ�に負荷予ଌۂઢとఏҊしたۙࣅ関数
のൺֱを示す。ఏҊしたۙۂࣅઢはߴいਖ਼֬度
で一கしていることが෼かる。この関数を用い
ることで、簡ศにث۩給水負荷୯Ґ法によるॠ

時給水ྔの算定がՄೳとなる。さらに、ैདྷの
負荷予ଌۂઢでは定ٛされていなかった、ث۩
給水負荷୯Ґが1�以Լ、3
���以上のൣғのॠ
時給水ྔもこの関数では算定できるՄೳ性があ
る。

ਤ �　ෛՙ༧ଌۂઢとۙۂࣅઢのൺֱ（ۂઢ 2）

�ɽ͓ΘΓʹ
第3回となる本報では、「ॠ時給水ྔ」と題し

て、୅表తな算定ํ法を঺հし、それͧれの算
定法のద用用్や՝題について֓説した。さら
に、ॠ時給水ྔの算定法として最も多く用いら
れているث۩給水負荷୯Ґ法については、અ水
化΁の対Ԡや、ۙࣜࣅのఏҊといったۙ年の動
向について঺հした。

ʲҾ用ŋߟࢀ文ݙʳ
1 ʣʢެࣾʣۭ ௐ࿨ؾ ŋ Ӵੜ工ֶ会ɿ4)"4&�4 

2��ô2�1�「給ഉ水Ӵੜ設උج४ŋ同解説」ɼ2�2�
2 ʣʢެࣾʣۭ ௐ࿨ŋӴؾௐ࿨ŋӴੜ工ֶ会ɿۭؾ

ੜ工ֶ会ศཡɼۭؾௐ࿨ŋӴੜ工ֶ会ɼ第
1�൛ɼᶚ巻ɼ2�1�

3 ʣ国౔ަ௨ল大ਉ׭๪営સ෦設උŋڥ؀՝؂
मɿݐங設උ設جܭ४ɼฏ成3�年൛ɼ2�1�

� ʣʢެࣾʣۭؾௐ࿨ŋӴੜ工ֶ会ɿۭؾௐ࿨ŋ
Ӵੜ工ֶ会ศཡɼۭؾௐ࿨ŋӴੜ工ֶ会ɼ
第1�൛ɼᶚ巻ɼQ�111ɼ2�1�

� ʣ国౔ަ௨ল大ਉ׭๪営સ෦設උŋڥ؀՝؂
मɿݐங設උ設جܭ४ɼฏ成3�年൛ɼQQ� 
�2�ô�2�ɼ2�1�

� ʣʢެࣾʣۭؾௐ࿨ŋӴੜ工ֶ会ɿ4)"4&�4 ਤ 5　ෛՙ༧ଌۂઢとۙۂࣅઢのൺֱ（ۂઢ 1）
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2��ô2�1�「給ഉ水Ӵੜ設උج४ ŋ 同解説」ɼ
QQ�23�ô23�ɼ2�2�

� ʣʢެࣾʣۭؾௐ࿨ŋӴੜ工ֶ会ɿ4)"4&�4 
2��ô2�1�「給ഉ水Ӵੜ設උج४ ŋ 同解説」ɼ
QQ�23�ô23�ɼ2�2�

� ʣʢެࣾʣۭؾௐ࿨ŋӴੜ工ֶ会ɿ4)"4&�4 
2��ô2�1�「給ഉ水Ӵੜ設උج४ ŋ 同解説」ɼ
Q�23�ɼ2�2�

� ʣʢެࣾʣۭؾௐ࿨ŋӴੜ工ֶ会ɿ4)"4&�4 
2��ô2�1�「給ഉ水Ӵੜ設උج४ ŋ 同解説」ɼ
QQ�23�ô23�ɼ2�2�

1�ʣ3PZ�#�)VOUFS� /"5*0/"- #63&"6 0' 
45"/%"3%4 #6*-%*/( ."5&3*"-4 
"/% 4536$563&4 3&1035 #.4�� 
 
Q� 3� 
 1���

11ʣʢެࣾʣۭؾௐ࿨・Ӵੜ工ֶ会ɹ給ഉ水Ӵੜ
設උҕһ会 給ഉ水Ӵੜ設උ設ܭख法検討小
ҕһ会ɿҕһ会成果報告ॻɹ給ഉ水Ӵੜ設
උ設ܭख法に関するௐࠪ・研究ʢ2�2�ʣɼ
QQ�3ô�

12ʣʢެࣾʣۭؾௐ࿨ŋӴੜ工ֶ会ɿۭؾௐ࿨ŋ
Ӵੜ工ֶ会ศཡɼۭؾௐ࿨ŋӴੜ工ֶ会ɼ
第1�൛ɼᶚ巻ɼQQ�11�ô11�ɼ2�1�

13ʣʢެࣾʣۭؾௐ࿨ŋӴੜ工ֶ会ɿ4)"4&�4 
2��ô2�1�「給ഉ水Ӵੜ設උج४ ŋ 同解説」ɼ
Q�23�ɼ2�2�

1�ʣ౻ଜ࿨໵ɼࡔ上ګॿɼޫӬҖ඙ɿ最新型大・
小ศث΁のث۩給水負荷୯Ґのద用の検討

ʢ第1報ʣݪૅجཧとઅ水型ث۩΁のث۩給
水負荷୯Ґのద用ɼۭؾௐ࿨・Ӵੜ工ֶ会
࿦จ集/P2��ɼQQ�2�ô3�ɼ2�1�

1�ʣ国౔ަ௨ল大ਉ׭๪営સ෦設උŋڥ؀՝؂
मɿݐங設උ設جܭ४ɼฏ成3�年൛ɼQ��23ɼ
2�1�

1�ʣ神ௗതढ़ɼՖ໺Ҫஐɼ関本ণ߂ɿઅ水ث۩
をྀߟしたث۩給水負荷୯Ґの検討ɼۭؾ
ௐ࿨・Ӵੜ工ֶ会大会ֶ術講ԋ࿦จ集ɼ
QQ�1ô�ɼ2�1�

1�ʣ౻ଜ࿨໵ɼࡔ上ګॿɼޫӬҖ඙ɼޫޖਖ਼ɿ
最新型大・小ศث΁のث۩給水負荷୯Ґの
ద用の検討ʢ第2報ʣఏҊث۩給水負荷୯
Ґによる給水負荷の算定஋と実ଌ஋のൺ
ֱɼۭؾௐ࿨・Ӵੜ工ֶ会࿦จ集/P2��ɼ
QQ�1ô�ɼ2�1�

1�ʣ౻ଜ࿨໵ɼࡔ上ګॿɼޫӬҖ඙ɼҴ田ே෉ɿ
)VOUFSによる給水負荷予ଌۂઢの関数化の
検討ç非ઢܗのϞσル関数を用いた最小ೋ
৐法のద用ɼۭؾௐ࿨・Ӵੜ工ֶ会࿦จ集
/P2��ɼQQ�2�ô3�ɼ2�2�
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財団ニュース①

給水૷ஔ工事഑؅技ೳݕఆձ
ྩ࿨̏೥౓ͷ࣮݁ࢪՌٴͼ࣮ࢪ༧ఆʹ͍ͭͯ

当財団は、水道法施行نଇ3�৚の2߲で示された「ద੾に࡞業を行うことがで
きる技ೳを༗する者」をཆ成するため、給水装置工事഑管技ೳ検定会を開催して
います。同検定会はֶՊ՝ఔと実技՝ఔでߏ成しており、実技՝ఔでは༗ѹの഑
水管ʢμクλイルரమ管П��NNʣ΁のサυル෇෼水ખの取෇け、ख動ࣜઠ޸機
による഑水管の෼ذઠٴ޸ͼ給水管3管छʢᶃポリエチレンೋ૚管、ᶄ࣭ߗポリ
Ԙ化Ϗχル管、ᶅ࣭ߗԘ化Ϗχルライχンά߯管またはスςンレス߯߯管ʣの੾
அ・઀合・組ཱに関する技ೳレベルを൑定する「全国標४検定」を行っています。
水道事業体が実施した給水装置の഑管技ೳの実技に関するݧࢼ合֨者・講श会म
了者などは、実技՝ఔにおける給水管の੾அ・઀合・組ཱの࡞業を໔আし、෼ذ
ઠ޸のΈの受検もՄೳです。

全国標४検定のほか、水道഑水用ポリエチレン管΁のサυル෇෼水ખʢரమ੡ʣ
の取෇け・෼ذઠٴ޸ͼ༥ண઀合に関する技ೳレベルを൑定する「ポリエチレン
管検定」、全国標४検定にؚまれない内༰で、開催஍の要๬にͮجく検定を行う

「஍域オプγϣン検定」も行っています。
給水装置工事഑管技ೳ検定会におけるྩ࿨3年度の実施݁果ʢ�月3�日ࡏݱʣ

はද1、ྩ࿨3年度の実施予定ʢ�月3�日ࡏݱʣはද2の௨りです。

ʢྩ࿨ 3 年 � 月3�日ࡏݱʣ

։࠵都道府県 ։࠵都市 ։࠵日 ։࠵৔ॴ ड検者਺
（ਓ）

1 大ࡕ෎ ࿨ઘ市 ྩ࿨ 3 年 � 月2�日ʢ水ʣ
ɹɹɹɹɹɹ2�日ʢ໦ʣ

大ࡕ෎ཱೆ大ߴࡕ等
৬業技術ઐ໳ߍ 11�

2 県ۄ࡛ さいたま市 ྩ࿨ 3 年 � 月11日ʢ౔ʣ 県管工事会ؗۄ࡛ ç��

3 ઍ༿県 ઍ༿市 ྩ࿨ 3 年 � 月1�日ʢ໦ʣ ઍ༿県水道技術研मセンλー ç�3

� Ѫඤ県 দ山市 ྩ࿨ 3 年 � 月2�日ʢۚʣ দ山市管工事業協同組合 ç2�

� 山ས県 ෎市ߕ ྩ࿨ 3 年 � 月2�日ʢ౔ʣ スポーπ施設ہ෎市上Լ水道ߕ ç��

� 京都෎ 京都市 ྩ࿨ 3 年 � 月2�日ʢ౔ʣ 京都市上Լ水道ہଠਇிࣷ ç��

ද 1　令和 3年度給水装置工事配管技能検定会�࣮施݁Ռ
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ʢྩ࿨ 3 年 � 月3�日ࡏݱʣ

։࠵都道府県 ։࠵都市 ։࠵日 ։࠵৔ॴ

1 山ޱ県 Ӊ෦市 ྩ࿨ 3 年1�月 2 日ʢ౔ʣ Ӊ෦管工事協同組合会ؗ

2 ෱Ԭ県 ෱Ԭ市 ྩ࿨ 3 年1�月 � 日ʢՐʣ ෱Ԭ市水道技術研मॴ

3 ෋山県 ෋山市 ྩ࿨ 3 年1�月1�日ʢ໦ʣ ෋山市管工事協同組合会ؗ

� 山ܗ県 山ܗ市 ྩ࿨ 3 年1�月1�日ʢ໦ʣ 山ܗ市上Լ水道施設管ཧセンλー
技術研म施設

� 新ׁ県 新ׁ市 ྩ࿨ 3 年1�月1�日ʢ౔ʣ 新ׁ市水道ہ水道研मセンλー

� 広島県 広島市 ྩ࿨ 3 年11月 � 日ʢ౔ʣ
ɹɹɹɹɹɹ � 日ʢ日ʣ 広島市指定上Լ水道工事業協同組合

� ੨৿県 ീ戸市 ྩ࿨ 3 年11月 � 日ʢ౔ʣ ീ戸ݍ域水道企業団技術研मセンλー

� լ県ࠤ լ市ࠤ ྩ࿨ 3 年11月 � 日ʢ౔ʣ 神໺第ೋড়水場ہլ県上Լ水道ࠤ

� լ県࣎ 大௡市 ྩ࿨ 3 年11月 � 日ʢ౔ʣ ಠߴʣ ・ྸোٻ・֐৬者ޏ用ࢧԉ機ߏ
ʢポリςクセンλー࣎լʣ

1� ख県ؠ Ֆ巻市 ྩ࿨ 3 年11月12日ʢۚʣ Ֆ巻৬業܇࿅協会

11 ੩Ԭ県 ੩Ԭ市 ྩ࿨ 3 年11月1�日ʢ໦ʣ ੩Ԭ市上Լ水道ہ໳԰ড়水場

12 ߳川県 দ市ߴ ྩ࿨ 3 年11月2�日ʢ౔ʣ ߳川県広域水道企業団川ఴড়水場

13 ळ田県 ळ田市 ྩ࿨ � 年 2 月1�日ʢ໦ʣ ळ田市上Լ水道ہਔҪ田ড়水場研म౩

1� ෱Ҫ県 ෱Ҫ市 ྩ࿨ � 年 2 月1�日ʢ໦ʣ ෱Ҫ࢈業技術ઐ໳ֶӃ第 1 実श場

1� ฌݿ県 三田市 ྩ࿨ � 年 3 月 � 日ʢ౔ʣ 三田ݐ設技ೳ研मセンλー実श場

1� 奈ྑ県 三୐町 ྩ࿨ � 年 3 月13日ʢ日ʣ 奈ྑ県ཱߴ等技術ઐ໳ߍ

ද 2　令和 3年度給水装置工事配管技能検定会�࣮施༧定
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財団ニュース②

ྩ࿨ݩ年1�月1日にվਖ਼水道法が施行され、指定給水装置工事事業者の�年更新੍度がಋೖされま
した。それに൐って更新時に、その工事事業者がબ೚した給水装置工事主೚技術者が、最新の技術や
੍度をशಘするための研मにࢀՃしたかどうかについて、水道事業者から֬認がٻめられることにな
りました。

当財団では、これまでも主೚技術者を対৅としたFラーχンάγスςϜ研मを行うと同時に、Fラー
χンάςΩストٴͼֶश成果ݧࢼ໰題をຖ年更新することによる研मのॆ実、研म機会の֬อをਤっ
てきましたが、こうした੍度վਖ਼等に対Ԡして、ྩ࿨ݩ年�月からこれまで発行してきた技術者ূの
༗ޮؒظを�年とするとともに、技術者ূの更新にࡍして、主೚技術者に受講していただく全国౷一
తな新たなFラーχンά研मٴͼݱ஍研म会を開࢝しました。

研म会の内༰は、ྩ࿨ݩ年�月2�日෇、ްੜ࿑ಇলҩༀ・ੜ活Ӵੜہ水道՝長௨知で示された事߲
ʢԼઢʣをج本に、さらに当財団内に関係団体をҕһとする「給水装置工事主೚技術者の技術のҡ࣋・
向上のための講शに関する検討会」を設置してఏҊされた主೚技術者としてशಘしておくことが๬ま
しい߲目を௥Ճし、Լهのとおりとしています。

ʢ1ʣ水道法
水道法の目త、վਖ਼水道法の֓要等について

ʢ2ʣ給水装置工事主೚技術者の৬務と໾ׂ
指定給水装置工事事業者੍度、主೚技術者の໾ׂ等について

ʢ3ʣ給水装置のߏ଄ٴͼ࣭ࡐ
給水装置のߏ଄ٴͼ࣭ࡐのج४֓要、給水管ٴͼ給水用۩の性ೳج४、給水装置のγスςϜج४等

について

ʢ�ʣ給水装置の事ނ事ྫと対ࡦ技術
についてࢭ対Ԡや再発๷ނ事ྫ、事ނクロスコωクγϣン等の事・ذ෼ޡ

ʢ�ʣ給水装置工事におけるཹ意事߲
給水管の取ग़し・઀合等のཹ意事߲、道࿏۷࡟工事での事ނ๷ࢭ、҆全管ཧ等について

ʢ�ʣ給水装置のҡ࣋管ཧ
給水装置のނো・ҟৗのݪҼとमસ工事法等について

ʢ�ʣ給水装置ٴͼ給水装置工事法に関する最新の技術৘報
スϚート水道ϝーλー、東日本大震ࡂ給水装置ඃ֐ঢ়گௐࠪ報告等について

給水装置主೚技術者研मݱ஍研म会におけるྩ࿨3年度の実施݁果ʢ�月3�日ࡏݱʣは表1、ྩ࿨3
年度の実施予定ʢ�月3�日ࡏݱʣは表2の௨りです。

給水૷ஔ工事ओ೚技術ऀݚमݱ�஍ݚमձ
ྩ࿨̏೥౓ͷ࣮݁ࢪՌٴͼ࣮ࢪ༧ఆʹ͍ͭͯ
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ʢྩ࿨ 3 年 � 月3�日ࡏݱʣ

։࠵都道府県 ։࠵都市 ։࠵日 ։࠵৔ॴ ड講者਺
（ਓ）

1 լ県ࠤ լ市ࠤ ྩ࿨ 3 年 � 月1�日ʢۚʣ լ市จ化会ؗʢイベントϗールʣࠤ 2�2

2
ಢ໦県

大田ݪ市 ྩ࿨ 3 年 � 月 � 日ʢ໦ʣ 大田ݪ੢஍۠ެຽؗʢ会議ࣨ 3 ʣ ç2�

3 Ӊ都ٶ市 ྩ࿨ 3 年 � 月1�日ʢ水ʣ ಢ໦県ڭҭ会ؗʢ小ϗールʣ ç�2

ද̍　令和 3年度給水装置工事主任技術者研修�現地研修会�࣮施݁Ռ

ʢྩ࿨ 3 年 � 月3�日ࡏݱʣ
։࠵都道府県 ։࠵都市 ։࠵日 ։࠵৔ॴ

1 奈ྑ県 奈ྑ市 ྩ࿨ 3 年1�月 � 日ʢՐʣ ϗςルɹリΨーレय़日໺

2 ෞ県ذ ෞ市ذ ྩ࿨ 3 年1�月 � 日ʢۚʣ ෞ県管設උ会ؗʢذ 3 ֊会議ࣨʣ

3 լ県࣎ ૲௡市 ྩ࿨ 3 年1�月12日ʢՐʣ ૲௡市ཱ市ຽަྲྀプラβʢ大会議ࣨʣ

� ઍ༿県 ઍ༿市 ྩ࿨ 3 年12月23日ʢ໦ʣ ઍ༿県水道会ؗ

� 長໺県 長໺市 ྩ࿨ � 年 3 月1�日ʢ໦ʣ 東෦ড়化センλー

ද 2　令和 3年度給水装置工事主任技術者研修�現地研修会�࣮施༧定

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、給水装置工事഑管技ೳ検定会ならͼに給水装
置工事主೚技術者研मݱ஍研म会においても、開催をԆظまたはதࢭした会場もありまし
たが、�月3�日෇で全国においてٸۓ事ଶએ言等が解আされ、行動੍限もஈ֊తに؇࿨さ
れつつあります。

当財団では、給水装置工事技ೳ者のཆ成という責務を果たすため、新型コロナウイルス
感染症の動向を注ࢹしつつ、感染症対ࡦをపఈした上で、഑管技ೳ検定会ならͼに主೚技
術者研मݱ஍研म会をՄೳな限り多くの会場で開催してまいりたいと͑ߟています。҆
全・దਖ਼な給水装置工事を実ݱするためには水道界が一ؙとなった対Ԡがٻめられます。
関係֤Ґのご協ྗをおئいகします。

഑؅技ೳݕఆձʗݱ஍ݚमձɹ水ಓքҰؙͰ։࠵Λ
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給水工事技術振興財団ダイアリー給水工事技術振興財団ダイアリー
ʢྩ࿨̏೥݄̓ʙ݄̕ʣ

�݄ɹ�೔ʢ໦ʣ 第 1回給水管分岐部に係る給水配管の耐震性評価と指標作成検討委員会
財団会議室（オンライン併用）

�݄ ��೔ʢ݄ʣ 第 57回機関誌編集委員会� 財団会議室（オンライン併用）

�݄ ��೔ʢۚʣ 給水装置工事主任技術者研修　現地研修会（佐賀県佐賀市）
佐賀市文化会館イベントホール

ʏ 令和 3年度第 2回給水装置工事主任技術者試験幹事委員会
小田急第一生命ビル 11階会議室

�݄ ��೔ʢਫʣ 令和 3年度第 3回給水装置工事主任技術者試験幹事委員会
小田急第一生命ビル 11階会議室

�݄ɹ�೔ʢՐʣ
令和 3年度給水装置工事主任技術者試験最終選定委員会� 財団会議室

�݄ɹ�೔ʢਫʣ

�݄��೔ʢՐʣ
日水協徳島県支部指定給水装置工事事業者講習会

徳島グランヴィリオホテル「グランヴィリオホール」
�݄ ��೔ʢਫʣ

�݄��೔ʢਫʣ
給水装置工事配管技能検定会（大阪府和泉市）

大阪府立南大阪高等職業技術専門校
�݄ ��೔ʢ໦ʣ

�݄ɹ�೔ʢ໦ʣ 給水装置工事主任技術者研修　現地研修会（栃木県大田原市）
大田原西地区公民館　会議室３

�݄ ��೔ʢ౔ʣ 給水装置工事配管技能検定会（埼玉県さいたま市）
埼玉県管工事会館

�݄ ��೔ʢਫʣ 給水装置工事主任技術者研修　現地研修会（栃木県宇都宮市）
栃木県教育会館　小ホール

�݄ ��೔ʢ໦ʣ 給水装置工事配管技能検定会（千葉県千葉市）
千葉県水道技術研修センター

�݄ ��೔ʢۚʣ 　　　　　　〃　　　　　　 （愛媛県松山市）
松山市管工事業協同組合

�݄ ��೔ʢ౔ʣ 　　　　　　〃　　　　　　 （山梨県甲府市）
甲府市上下水道局スポーツ施設

ʏ 　　　　　　〃　　　　　　 （京都府京都市）
京都市上下水道局　太秦庁舎
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後
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編
集

　

後
記■水道界の一大イベントである日本水道

協会の全国会議は、12月に仙台市で開催さ
れる予定でしたが、新型コロナウイルス
感染症の影響を受け、オンラインで開催されること
になりました。当財団も、水道研究発表会において、
昨年度実施した「埋設給水用ポリエチレン管の経時
変化と健全性評価に関する検討」について発表する
予定です。この検討報告については、今号の特集で
も取り上げていますので、ご一読頂ければ幸いです。
限られたサンプル数ではありますが、漏水が多発し
ている埋設給水用ポリエチレン管の更新・耐震化の
促進に向けて一つの指標を示すことができました。
今年度も引き続き検討を進め、その成果は本機関誌
をはじめ、水道関係の新聞・雑誌、日水協の水道研
究発表会等でご報告いたしますので、ぜひご注目頂
ければと思います。
■さて、今号の巻頭言は、簡水協の小田会長にご登
場いただき、当財団に対して心強いエールを頂戴し
ました。引き続き、簡水協をはじめとする関係団体

等と連携しながら、当財団の責務を果たし
てまいりたいと意を強くいたしました。そ
して、エッセイ水鞠では、神奈川県内広

域水道企業団の山隈副企業長にご執筆いただきまし
た。東京オリンピックの話題に触れながら、水道事
業の三つの弱点を指摘され、それらの弱点を認識し
た上で事業運営に当たっていく必要があるなどと主
張されており、読者の皆様の胸にも響くものがある
のではないでしょうか。是非ご一読ください。
■このほか、わが町の水道事業と管工事組合では、
神戸市と同市管工事組合にご執筆いただきました。
給水装置関連企業の最新動向、離島のすいどう紀行
は都合により休載しました。次号以降に再開します
ので、ご了承ください。給水装置技術講座「給水負
荷の算定法」は第 3 回となり、残り 1 回となりまし
た。日水協や当財団の指針に盛り込んではいない最
新かつ貴重な知見を解説しておりますので、給水装
置のご担当者の皆様におかれましては、日々の業務
にご活用頂ければと存じます。
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給水システム協会 事務局 〒152-0004 東京都目黒区鷹番 2-14-4（前澤給装工業株式会社内）

                         TEL：03-3716-1519 FAX：03-3716-2304  







東 京
松 本

TEL.03-5338-2231
TEL.0263-50-5221

札 幌
名 古 屋

TEL.011-232-0471
TEL.052-735-6511

仙 台
大 阪

TEL.022-213-3177
TEL.06-6210-2563

北 関 東
広 島

TEL.0283-22-7547
TEL.082-232-8117

神 奈 川
福 岡

TEL.042-741-7121
TEL.092-472-5128
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本社・松本工場
北 海 道 工 場

松本市笹賀 3046
苫小牧市柏原 6-120

ISO 9001・14001　認証取得

特許出願中
NAV-ODC4

ゴミ噛み防止型

水道給水用ポリエチレン管（青ポリ）の設備配管に最適!

吸排気弁
ゴミ噛みによる
トラブル大幅に解消

停電・断水などで給水
圧力が低下、立管内が
負圧になると、大空気
孔が開き多量吸気。住
戸から立管への吸い込
み逆流を抑制します。

急速吸気時

給水立管に給水開始
時、吸排気弁の小空気
孔から緩やかに排気。
弁室内に水面が到達
するとフロ ートが 浮
き、小空気孔が閉じ、水
面上昇は図の位置で
止まります。

充水時（弁閉止時）

給水立管に給水開始給水立管に給水開始給水立管に給水開始
時、吸排気弁の小空気
孔から緩やかに排気。
弁室内に水面が到達弁室内に水面が到達
するとフロ ートが 浮
き、小空気孔が閉じ、水き、小空気孔が閉じ、水き、小空気孔が閉じ、水
面上昇は図の位置で
止まります。止まります。

空気が溜まってくると
フロートが下がり、シャ
フトにつながった弁体
が傾いて、小空気孔か
ら自動的に空気を排出
します。

自動空気抜き時（排気時）

空気が溜まってくると空気が溜まってくると空気が溜まってくると空気が溜まってくると空気が溜まってくると
フロートが下がり、シャフロートが下がり、シャフロートが下がり、シャ
フトにつながった弁体フトにつながった弁体フトにつながった弁体
が傾いて、小空気孔かが傾いて、小空気孔かが傾いて、小空気孔かが傾いて、小空気孔かが傾いて、小空気孔か
ら自動的に空気を排出ら自動的に空気を排出ら自動的に空気を排出
します。します。します。します。します。

機能

作動原理

● 急速多量吸気
● 自動空気抜き
● 充水時の急激な水位上昇防止● 充水時の急激な水位上昇防止

整流ネット
（サイズ25、20×25のみ）外部排水

カバー

フロート
小空気孔弁座部

大空気孔ばね



G-827
EF継手類

止水機能付EFサドル

https://www.qso.co.jp/



き
ゅ
う
す
い
工
事

第
��
号
　
　
秋
季
号
　
　
N
o
．�

公
益
財
団
法
人
給
水
工
事
技
術
振
興
財
団

〒163-0712 東京都新宿区西新宿二丁目7番1号
　　　　　小田急第一生命ビル12階
TEL.03-6911-2711/FAX.03-6911-2715
https://www.kyuukou.or.jp/

ୈ　　 5� 　　߸
［ 2021  秋  季  号］

給水工事技術振興財団
Japan Water Plumbing Engineering Promotion Foundation

公　　益
財団法人

2021
秋季号

Vol.22 No.4

*44/ ��������9

公益財団法人  給水工事技術振興財団




